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カスリーンメモリアル70 in おやま
「カスリーン台風の歴史を今、学ぶ。」

問建設政策課☎22-9328

　昭和22年9月のカスリーン台風による記録的な大雨で発生した洪水は、明治・大正・
昭和・平成の時代を通じて最大の洪水であり、利根川上流部の本支川においては各所
で堤防が決壊し、氾濫が発生しました。特に、埼玉県加須市新川通地先利根川右岸堤
防では幅約350ｍの大決潰が起こり、氾濫流は埼玉県東部地域を流れ下り、東京都東
部地域まで水没させる甚大な被害をもたらしました。
　平成29年はカスリーン台風から70年の節目の年であることから、平成29年1月に小
山市を含む全49市区町で構成する「利根川上流カスリーン台風70年実行委員会」が設
立され、地域の皆さまに水害の恐ろしさや防災、避難の重要性を改めて認識していた
だくことを目的として、広報・啓発活動を実施しています。
　小山市においても、この悲惨な出来事を再認識し、自然災害の恐ろしさや教訓を今
後に活かすため、「カスリーンメモリアル70 in おやま」と題した記念イベントを開催
します。
日時・内容
　①9月16日㈯ 15：00 ～ 18：00・記念式典、記念講演、体験談映像上映（米田　弘氏）
　　記念講演講師：国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所長　三橋　さゆり氏
　　　　　　　　　中央大学教授　鷲谷　いづみ氏
　　　　　　　　　東京大学大学院情報学環特任教授　片田　敏孝氏
　②9月17日㈰ 9：00 ～ 15：00・パネル展示、体験談映像上映、記念誌配布
会　場　道の駅思川評定館研修室　※入場無料
　また、市内施設においてカスリーン台風や平成27年9月関東・東北豪雨の関連資料
をパネル展示しますので、ぜひお立ち寄りください。
展示場所・期間　市立博物館・9月12日㈫～ 14日㈭
　　　　　　　　市役所（本庁舎1階）・9月19日㈫～ 26日㈫　※閉庁日を除く

9月1日は「防災の日」、8月30日～ 9月5日は「防災週間」です。
問危機管理課☎39-6661

●防災の日
　9月は台風災害などが多く発生することや、大正12年9月1日に関東大震災が発生した
ことから、昭和35年に9月1日が「防災の日」として制定されました。
●災害に備えて
　地震や風水害が発生した際、被害を最小限に抑えるために、避難所や避難経路、非常
持ち出し品の確認など、一人ひとりが日ごろから災害への備えを心がけておくことが大
切です。
　災害への準備として大切になるのは情報収集です。気象情報や台風情報を入手するこ
とで被害を未然に防いだり、軽減することが出来ます。
　また、電気、ガス、水道などのライフラインが停止した場合に備えて、普段から少し余分に食料・飲料水など
を購入し、非常食として備蓄しておくことを心掛けましょう。
　過去の浸水被害の経験を活かし、事前に土のうを準備し、時間に余裕を持って設置する対応をお願いします。
　災害規模が大きくなるほど公的機関の手が行き届きにくくなることが考えられます。平常時から自分で出来る
ことを考え、災害に備える活動を行っていただきますようご理解とご協力をお願いします。

カスリーン台風決潰口跡碑
（小山市下生井地区）

決潰した堤防
（旧埼玉県大利根町：現加須市）

9月3日～ 10日は「水防災意識強化週間」です。

　国、県、市町で構成する鬼怒川・小貝川上流域大規模氾濫に関する減災対策協議会では、9月3日から10日を「水
防災意識強化週間」と定め、鬼怒川・小貝川に関する地域において、住民一人ひとりが平成27年9月の関東・東
北豪雨を忘れず常に水防災を意識する社会を構築するよう、集中的に普及・啓発活動等に取り組みます。
●取組内容
　洪水対応訓練、パネル展・写真展、説明会や見学会等の各種イベント

問国土交通省関東地方整備局下館河川事務所☎0296-25-2161
　市危機管理課☎39-6661
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問農政課☎22-9253

　小山が誇るおやまブランドの中でも、特に人気の「おやま和牛」と小山の豚「おとん」を、存分に味わうこと
ができるイベントです。バーベキューセットをご用意いたしますので、青空の下でお楽しみください。
日　時　10月9日㈪ 11：30 ～ 14：30
場　所　道の駅思川 ワイワイ広場
内　容　おやま和牛・小山の豚「おとん」をメインとしたバーベキュー、お楽しみ抽選会
食　材　おやま和牛400g、おとん精肉250g、おとんウインナー、
　　　　焼きそば・小山産野菜セット、米ぱん2個、牛乳（200ml）2パック、
　　　　小山産なたね油　※食材の持ち込み、持ち帰りは出来ません
参加料　1組5,000円（2人前）
募　集　市内在住・在勤の方、先着200組
申込み　9月4日㈪9：00から農政課窓口にて受付開始、参加料を添えて直接
　　　　お申込みください（電話受付不可）
　　　　※1人2組までの申込みとさせていただきます

おやま和牛＆小山の豚「おとん」フェスティバル

プレミアム付き「開運小山市共通商品券」を発売します
問小山商工会議所☎22-0253
　間々田商工会☎45-0261
　小山市美田商工会☎37-0631
　桑絹商工会☎22-4523
　商業観光課☎22-9272

　今年もプレミアム10％の付いた「開運小山市共通商品券」を発売します。市
内中小店はもちろん、一部の大型店も含め約400の取扱加盟店でお得にご利用
できますので、この機会にぜひお買い求めください。
　今年はなんと、お買い求めいただいた方の中から抽選で豪華商品が当たります!!
発売日　　9月30日㈯ 9：00から
　　　　　※完売次第終了となりますのでご了承ください
　　　　　　休日の販売は、9月30日㈯・10月1日㈰のみとなります
販売場所　小山商工会議所、間々田商工会、小山市美田商工会、桑市民交流センター（9月30日㈯・10月1日㈰のみ、
　　　　　2日㈪以降は桑絹商工会）、小山市役所
販売時間　9：00 ～ 15：00
対象者　　18歳以上の小山市民および市内通勤・通学者
内　容　　1シート10,000円（1,000円券×11枚）
　　　　　※内訳：加盟中小店のみ使用可…6枚、加盟全店舗で使用可…5枚
購入限度　1人100,000円（10シート）まで
　　　　　※市民の方は、同居家族分の5人まで代理購入が可能です（本人100,000円＋同居家族5人500,000円）

SOMPO ボールゲームフェスタ2017 in 小山
問生涯スポーツ課☎21-2695・FAX21-2697

　ボールを通じ、スポーツの楽しさ・魅力を再発見してもらうイベントです。主に小学生を対象に、（一社）日本
トップリーグ連携機構に所属する日本のトップアスリートがボールを使う運動の楽しさや技術を指導します。
　参加者同士の触れ合いを通して、体を動かす楽しさを体験しながら、基本的な技術の習得や技術力をアップさ
せる機会を提供し、次世代の子どもたちのスポーツライフを支援するものです。
日　程　10月7日㈯　　会　場　栃木県立県南体育館

ボールであそぼう！【午前】 キッズチャレンジ【午後】

内　容

親子でさまざまなボールを使った「あそび」
の中で、手足を使った基礎的プレー・連携プ
レー・ゲーム的プレーを通じて楽しく運動能
力アップを図ります。

所属選手や指導者による体験型クリニック。
バレーボール・バスケットボール・タグラグ
ビー・ハンドボールの4種目を順番にチャレン
ジして、ボールゲームを楽しく体験します。

対　象 市内在住の年長～ 3年生の児童と保護者 市内在住の4年生～ 6年生の児童

定　員 親子70組140人（先着） 120人（先着）
参加料　無料　　参加賞　オリジナルＴシャツ　　その他　屋内シューズ持参
申込み　申込書を生涯スポーツ課へ持参またはFAX

見 本
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「救急フェア2017」～きみの勇気が命を救う～
問消防本部消防署☎39–6666

博物館 後期講座 問博物館☎45–5331※月曜日休館

講座名 日　時 対象・定員・参加料 申込方法・必着日

博物館ボランティアの常設展示案内
　「じっくり知ろう小山の歴史」

10/15 ㈰、11/12 ㈰
10:00 ～正午 一般・各日 10 人程度・無料 電話・前日まで

子ども科学教室「冷たい世界」 11/3 ㈮
9:30 ～ 11:00 小学 3 年～一般・抽選 20 人・無料 ハガキ・10/20 ㈮

ぞうりを作ろう 11/18 ㈯
13:30 ～ 16:00 小学 3 年～一般・抽選 10 人・300 円程度 ハガキ・11/1 ㈬

まが玉を作ろう 11/23 ㈭
9:30 ～ 11:30

小学生～一般・抽選 30 人・150 円
※ 小学３年生以下は保護者と共同制作 ハガキ・10/30 ㈪

伝統芸能講談で聴く「日本名刀伝」 11/25 ㈯
13:30 ～ 14:30 一般・50 人・無料　 電話・前日まで

博物館めぐり
（地図と測量の科学館　ほか）

12/6 ㈬
9:00 ～ 16:30 一般・抽選 40 人・600 円程度 ハガキ・11/15 ㈬

羽子板作り教室 12/10 ㈰
9:30 ～正午 小学生以上・抽選 15 人・500 円 ハガキ・11/20 ㈪

ハガキでの申込み方法
　ハガキに①講座名②郵便番号・住所③参加者全員の氏名・性別（学校学年、一般、保護者、幼児）④電話番号を明記
し、各必着日までに博物館（〒329-0214小山市乙女1-31-7）へ郵送してください。
※「博物館めぐり」のみ⑤希望出発地（市役所または博物館）⑥年齢記載。漏れがあると受付できないことがあります
※会場はいずれも博物館（一部周辺史跡あり）。抽選結果・講座内容の詳細等は、後日郵送でお知らせします

　毎年 9 月 9 日は、「救急の日」です。
　9/3 ㈰から 9/9 ㈯までの一週間を「救急医療週間」として、市消防本部では、こどもから大人まで適切な応急
手当を学び、命の大切さ、命を救うために何をやらなければならないのか考え、勇気を出して応急手当の第一走
者になっていただくことを目的として「救急フェア 2017」を開催します。ぜひ、ご来場ください。
日　時　9/3 日㈰ 10:00 ～ 13:00
場　所　イオンモール小山（中久喜 1467-1）
内　容　心肺蘇生法の実演および体験、パネル・ポスター展示、
　　　応急手当 PR 関連用品の配布、救急車、消防・救急バイクの展示、
　　　救急資器材の展示、119 番通報訓練の体験

車屋美術館企画展
「田村友一郎/服部浩之 試論）栄光と終末、もしくはその週末」

　ゲストキュレーターとして本展を企画する服部浩之は、あいちトリエンナーレ 2016 のキュレーターを務め、
アジアを中心に精力的に活動しています。横浜トリエンナーレ 2017 関連企画出品アーティストの田村友一郎は、
ドイツなどでの活躍が目覚ましく、今最も注目を集めるアーティストの 1 人です。都市・生活・身体・メディア
などをキーワードに、ますます困難な状況になっていくこれからの社会に対して、私たちはどう折り合いをつけ、
幸福を感じられる生活のあり方を見出すことができるか、芸術を介して考えていく展覧会です。世界の最先端の
現代美術にぜひ触れてみてください。
開催期間　9/23 ㈯～ 11/26 ㈰　
料　　金　一般 400 円（300 円）　高校・大学生 250 円（150 円）中学生以下無料
　　　　　※（ ）内は 20 人以上の団体料金　※ 障がい者手帳をお持ちの方と付添 1 名無料　
　　　　　※ おやまミュージアム割引　小山市立博物館の半券（平成 29 年 4 月以降の日付印があるもの。年度
　　　　　　内 1 回限り有効）で一般 100 円、高校大学生 50 円を割引
休 館 日　9/25 ㈪、10/2 ㈪・10 ㈫・16 ㈪・23 ㈪・27 ㈮・30 ㈪、11/6 ㈪・13 ㈪・20 ㈪・24 ㈮
関連プログラム　
　オープニングセレモニー＆トーク
　日　時　9/23 ㈯ 14:00 ～ 15:00
　講　師　田村友一郎氏（アーティスト）、服部浩之氏（キュレーター）
　会　場　車屋美術館企画展示室　※ 申込不要

問車屋美術館☎41–0968
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第8回オレンジリボンたすきリレー

　5月30日㈫、「いじめゼロ子どもサミット」が文化センター小ホールで開催されました。
　5年目となる今年度は、各小・中・義務教育学校の代表、計48人が参加し、「より良い友だち関係をつくる～い
じめの加害者にならない自分になる～」をテーマに、日常生活の言動に視点を当て、何気ない言葉が誤解を生ん
だり、いじめの加害者になったりする可能性について考え、話し合い、意見を発表しました。そして、自分も相
手も大切にするコミュニケーションの手法について学びました。
参加児童・生徒からの意見
　・自分も相手も嫌な気持ちにならないように、自分の思いや考えを
　　伝えるとともに、相手の話もよく聞き、相手を尊重して行動する。
　・言い過ぎるのも、我慢しすぎるのも良くない。自分の思いは伝え、
　　相手の話もよく聞き、いじめや差別に発展しない人間関係をつくる。
　・学校では、集会などを通して、人の気持ちを考えながら行動すること
　　の大切さを全校で共有し、いじめのない学校づくりをしたい。
　・もう一度、「いじめゼロ宣言」を見直し、今までの自分の行動を振り
　　返る。
参観保護者の感想
　・自分も相手も大切にする表現を具体的に考える活動は良かった。各学校においても実践してほしい。
　・より良い関係づくりのためのたくさんの「ＧＯＯＤなパターン」を討論した方がクリアだった。
　・サミットと同様の活動を、各学校でも取り組んでいただけるとさまざまな意見や考え方が見えて面白い。

「いじめゼロ子どもサミット」を開催しました

問工業振興課☎22-9397
 d-kougyo@city.oyama.tochigi.jp

問おやま生まれのオレンジリボンた
すきリレー実行委員会事務局（子育
て包括支援課内）☎22–9626・9627 
FAX22-9618

　児童虐待防止を目指したオレンジリボン運動は、平成16年に小山市で
起きた痛ましい事件が二度と起こらないようにという願いを込めて、「カ
ンガルーＯＹＡＭＡ」が始めたことをきっかけに全国的に活動が行われて
います。児童虐待防止の象徴である「おやま生まれのオレンジリボン」を
たすきに仕立てた「たすきリレー」に賛同するランナーおよびボランティ
アを募集します。
日　時　10月21日㈯　9:30 ～ 12:15
会　場　小山御殿広場（小山市役所）
申　込　①ランナー 短距離コース（1km程度）～中距離コース（10km程度）
   　　　②ボランティア　当日の運営、前日までの準備手伝い
　　　　いずれも申込書（子育て包括支援課窓口、市HPからダウンロード）
　　　に必要事項を記入の上、10/2㈪までに子育て包括支援課窓口に持
　　　参または郵送（〒323-8686　住所不要）※FAX可

参加者募集（募集期間：9月4日㈪～ 25日㈪）
　①11月18日㈯14:30 ～ 14:45「本場結城紬きものショー」モデル
　　開会式で開催するショーのモデルを募集します！自分の本場結城紬を着てステージに立ってみませんか？
　　応募条件　モデル経験のない20 ～ 30歳代の女性（市内外問わず）
　　　　　　　※原則、自己所有の本場結城紬着用（市からの貸与も可。ただし、数に限りあり）
　　　　　　　※リハーサル（11:30 ～正午）への参加必須
　　募集人数　10人程度（先着順）
　②11月18日㈯「本場結城紬きものショー」ヘアメイク
　　モデルのヘアメイクを募集します！（ボランティア）
　③11月12日㈰「きものday結城」
　　友好都市・結城市で開催される「きものday結城」に、着物を着て参加しませんか？
　　結城市での自由散策や抽選会をお楽しみください。（市役所からの送迎バスあり）
　　募集人数　40人（応募者多数の場合抽選）

「本場結城紬」の寄付
　タンスに眠っている「本場結城紬」を寄付いただけませんか？市の事業で活用します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※「小山きものの日」イベント詳細は、広報おやま11月号掲載予定

問生涯学習課☎22-9695

第5回小山きものの日 参加者募集
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　現在使用している国民健康保険の被保険者証（保険証）の有効期限は原則9月30日㈯です。10月1日㈰からは、
9月中にお手元に届く新しい保険証をお使いください。
　新しい保険証は、世帯の国民健康保険加入者全員分をまとめて、世帯主宛てに送付します。住民票に登録され
ている住所へ簡易書留で送付しますので、受け取りの際には印鑑などをご用意ください（転居などに伴う転送は
しません）。

【保険証が届いたら次の点にご注意ください】
●記載内容の確認
　お手元に保険証が届いたら、氏名・生年月日・住所などの記載内容に間違いがないか、一枚ずつご確認ください。
※社会保険等、国保と異なる医療保険に加入した時は、14日以内に国民健康保険脱退の届け出をしてください
●有効期限の変更について
　制度改正に伴い、有効期限が平成29年10月1日㈰～平成30年7月31日㈫までに変更となりました。翌年度から
は、8月1日～翌年7月31日まで（1年間）お使いいただける保険証を平成30年7月下旬ごろに送付します。
※有効期限が切れた保険証は、国保年金課にご返却いただくか、ご自身で破棄をお願いします

国民健康保険加入中の皆さまへ
10月1日㈰から国民健康保険被保険者証が更新されます

住宅防火・防災キャンペーンについて
　高齢化の進展とともに、住宅火災による死者のうち高齢者の占める割合が増加してい
ることから、9月 18日㈪の敬老の日を中心に行われる「住宅防火・防災キャンペーン」が全国的に実施されます。
　火災を「起こさない」、「早く知る」、「早く消す」、「拡大防止」することで、高齢者を中心とした住宅火災によ
る死者数の低減を目的としています。
　平成 21年 6月 1日から全ての住宅に、火災の煙などを感知して、音声や警報音で知らせてくれる「住宅用火
災警報器」の設置が義務となっており、火災の早期発見に大変有効です。設置場所は寝室、階段などです。住宅
用火災警報器は、電池切れや故障していたりすると、いざという時に効果を発揮しませんので、日頃からお手入
れを定期的に行い、作動確認をしましょう。
　また、住宅用火災警報器本体の耐用年数が約 10年となっていますので、使用期限を確かめて本体を交換しま
しょう。詳しい内容については、消防本部までお問合せください。

犬・猫と一緒に楽しく暮らそう

◆押さえておきたい「飼主の心得」
●フンの後始末は飼主の責任です
●放し飼いはやめましょう
●鳴き声に注意しましょう
●猫は室内で飼いましょう
●エサだけを与えないでください
●名札などをつけましょう
●飼犬は登録しましょう
●責任を持って最後まで飼いましょう

　9月 20日㈬～ 26日㈫は「動物愛護週間」、10月は県内一斉の「正
しい犬の飼い方強調月間」です。犬や猫の飼い方のマナーを守って、
近所に迷惑をかけないよう心掛け、人もペットも住みやすいまちに
しましょう。

2017 とちぎ動物愛護フェスティバル
～みんなで考えよう 人と動物のしあわせを～
日　時：9 月 18日㈪ 10:00 ～ 15:00
会　場：記念式典・記念講演　栃木県庁東館４階講堂
　　　　各種イベント　オリオンスクエア
催し物：一日獣医さん体験、動物なんでも相談、
　　　　災害救助犬実演、ドッグダンス　ほか
問動物愛護指導センター☎028-684-5458

ごみの排出削減にご協力を
　平成 28年 4月からごみの分別方法が一部変更となり、1年が過ぎました。皆さまのご協力により、分別が徹
底されつつありますが、中央清掃センターの焼却施設は現状、当初の見込みを超える量を処理しているため、更
なるごみの減量化が必要です。改めて、ごみの減量化・資源化のため、以下の 2点のご協力をお願いします。
○生ごみの重さの約 8割が水分といわれています。収集所に出す際は、水切りネット等を使用して水切りをして
から出してください。ごみの減量になるとともに、臭いも抑えることができます。
○可燃ごみの中に、約 3割の資源物が混入しています。はがき、レシート、メモ用紙等の細かい紙類は、雑誌等
に挟んで可燃系資源ごみ（紙・布類）として出してください。

【実施期間】9 月 1 日㈮～ 21 ㈭

問国保年金課☎22–9414

問消防本部予防課
　☎39–6657
※夜間休日の場合は、
　消防署☎39–6665

問犬の登録・狂犬病予防注射について
　環境課☎22–9284
　犬や猫の飼い方の指導について
　動物愛護指導センター☎028–684–5458

問環境課☎22–9276・9286
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学童保育クラブのご案内 問こども課☎22–9631・9638

　学童保育クラブは、共働きの家庭など昼間保護者のいない子どもたちが、安全で充実した時間を過ごせる施
設です。来年度の入所申込みは、就学時健康診断の始まる 10月頃からになります。ご利用の詳細については、
各施設へ直接お問合せください。

秋の交通安全市民総ぐるみ運動実施期間です
9月 21日㈭～ 30 日㈯は、

◆「子どもや高齢者に優しい 3S運動」の推進
○ SEE…子どもや高齢者をいち早く発見しましょう。
動きをよく見ましょう。
○ SLOW…子どもや高齢者を見
たら減速しましょう。
○ STOP…危険を感じたらすぐ
に停止しましょう。
◆「夜間走行中の原則ハイビーム」の徹底
○夜はハイビームにして、見えない危険を照らし出
しましょう。

○ロービームは「すれ違い用前照灯」なので、こま
めに切り替えをしましょう。
○前照灯を早めに点灯しましょう。
◆「自転車利用者におけるマナー」の徹底
○片手運転、ペットを連れての運転は大変危険です
のでやめましょう。
○運転しながらスマートフォンを使用することは重
大事故に繋がるのでやめましょう。
○傘差し運転は、片手運転のうえ、視界が狭くなり
ます。雨が降っていても雨具を着て運転しましょう。

小山市内の犯罪発生状況について
　小山市内の犯罪発生状況についてお知
らせします。平成 29年の小山市内の刑
法犯全体の認知件数は前年より減少して
います。
　刑法犯の中でも自転車窃盗が手口別の
認知件数で最も多く、そのうち約 65％
が無施錠でした。自転車窃盗にあわない
ために、自転車には鍵をかけましょう。
また、わいせつや万引きなどが前年より
も増加傾向にありますので、皆さまご注
意ください。

小山市内における刑法犯認知件数（H29.6 月末（暫定値））
項目 Ｈ 29 Ｈ 28 増減数 増減率

刑法犯認知件数 782 835 -53 -6.3%
重点抑止犯罪 152 179 -27 -8.9%
特殊詐欺 7 9 -2 -22.2%
わいせつ 11 6 5 83.3%
強盗 0 0 0 0.0%

ひったくり 0 1 -1 -100％
住宅対象窃盗 54 60 -6 -10.0%
自動車窃盗 33 42 -9 -21.4%
車上ねらい 47 61 -14 -22.9%

名称 電話 名称 電話 名称 電話
学童保育クラブ 学童保育クラブ 学童保育クラブ

小山第一小学童 22-0393 間々田小学童 45-9250 羽川小さくら学童 23-7068
小山第一小第二学童 24-1122 間々田小第二学童 45-8022 羽川小さくら第二学童 39-8841
小山第二小学童 22-6621 間々田小第三学童 41-6231 羽川幼稚園なかよし学童 25-4794
小山第三小学童 24-7313 間々田小第四学童 45-9955 羽川西小学童 22-9080
小山第三小第二学童 25-2668 間々田東小学童 45-9979 豊田学童 080-6510-3469
小山第三小第三学童 21-3103 間々田東小第二学童 45-2600 絹義務教育学校学童 0296-33-2481
あけぼの学童 23-2200 間々田東小第三学童 45-3711 私立幼稚園・認定こども園
若木小学童 23-1900 間々田東小第四学童 41-6214 栗の実幼稚園 25-6906
若木小第二学童 22-4170 乙女小 ･学童 45-2962 認定こども園梅ヶ原幼稚園 25-3333
若木小第三学童 25-7363 乙女小第二学童 41-6282 ことぶき幼稚園 37-0081
小山城南小学童 28-7094 大谷東小学童 28-2851 せいほう幼稚園 22-3618
小山城南小第二学童 27-8772 大谷東小第二学童 29-0020 乙女幼稚園 45-0740
小山城南小ほがらか学童 39-8381 大谷東小第三学童 27-8778 認定こども園みのり幼稚園 38-2027
小山幼稚園学童 27-3534 ひまわり幼稚園学童 27-0441 認定おおやこども園 28-0080
小山城東小学童 23-8536 ドルフィン学童 27-0209 認定とまとこども園 38-3121
小山城東小第二学童 29-0703 大谷北小学童 23-5357 認定間々田こども園 45-0223
小山城東小第三学童 23-1870 大谷北小第二学童 24-2509 認定こども園

生井ゆりかご幼稚園 0282-67-3038旭小すみれ学童 28-2211 大谷北小第三学童 39-6433
旭小すみれ学童第二 27-5429 楠エンゼル幼稚園学童 23-6870 保育所・園
あさひ学童クラブ 27-0983 静林幼稚園学童 22-1792 小山西保育園 37-0102
小山城北小学童 25-5246 羽川小学童 23-1076 網戸保育所 45-5016
小山城北小第二学童 21-1471 羽川小第二学童 23-1660

問生活安心課☎22–9283

問生活安心課☎22–9282
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中央公民館後期講座受講生募集
■申込み：9/2 ㈯～ 14 ㈭（必着）に直接来館またはハガキ・FAX に次の事項を記入して同館へ
≪記入事項≫：①講座名 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号 (「山歩き」は携帯電話番号も )
※ 託児付き講座ご希望の方は、託児の有無と子どもの人数を明記
■開講のご案内：参加確定の方に開講通知を送付します
※ 定員超過時は 9/16 ㈯ 10:00 から抽選（小山市民を優先します）
■受講料のお支払い：9/30 ㈯までに同館窓口へ
※ キャンセルは 9/30 ㈯まで。それ以降のキャンセルは、返金できません
※ 申込者が少ない講座は開催できない場合があります

講座名 日程・内容 時間 定員 受講料

教
養
大
学

日本民俗探訪
｢ 民俗学でひも解く日
本の伝承文化 ｣

① 10/5 ㈭ ことばと心の民俗学　② 10/19 ㈭ 客ともてなしと 
③ 11/2 ㈭ 正月と盆を迎える　　④ 11/16 ㈭ 招かざる客の問題
⑤ 11/30 ㈭ 山・海の暮らしと現代社会

10:00 ～ 11:30 50 人 1,000 円

日本近代文学講座
｢明治文学の中の一葉 ｣

① 10/8 ㈰・② 11/18 ㈯　講義
③ 12/9 ㈯　一葉記念館見学

13:30 ～ 15:30
③は終日 40 人 3,000 円

放送大学栃木学習
センター出前講座

① 10/28 ㈯ ｢ 心理的危機の理解と支援 ｣
② 11/ 4 ㈯ ｢ 水晶のはなし ｣ 
③ 11/18 ㈯ ｢ イギリスの美術館・博物館 ｣

10:00 ～ 12:00 50 人 500 円

市
民
講
座

初心者の太極拳 10/27 ㈮ 、11/10 ㈮ ・17 ㈮ ・24 ㈮ 15:00 ～ 16:30 18 人 1,500 円

インターネットを学ぼ
う！パソコン講座

【午後の部】
インターネット学習　① 10/5 ㈭・② 12 ㈭・③ 19 ㈭・④ 26 ㈭
ワード学習　　　　 ⑤ 11/2 ㈭

13:30 ～ 15:30 各回
16 人 1,500 円

【午前の部】
インターネット学習　① 11/10 ㈮・② 17 ㈮・③ 24 ㈮、④ 12/1 ㈮
ワード学習　　　　 ⑤ 12/ 8 ㈮ 

10:00 ～ 12:00 各回
16 人 1,500 円

還暦からの山歩き
～榛名外輪山から榛名
湖畔を歩く～	

① 10/23 ㈪ 講義「山歩きの基本」
② 10/26 ㈭ 実践「榛名外輪山から榛名湖畔を歩く」
※ 雨天時は 10/30 ㈪に延期　※ ペアで申込みも可

① 18:30 ～ 20:30
② 6:00 ～ 19:30 36 人 5,000 円

月琴を弾こう 10/7 ㈯・21 ㈯、11/11 ㈯・25 ㈯、12/2 ㈯ 13:30 ～ 15:30 15 人 3,000 円

シニア向けスマートフ
ォン・タブレット講座

① 10/27 ㈮スマートフォン　② 11/8 ㈬タブレット
※ 両日ともまだ持っていない方のみ対象 14:00 ～ 16:00 各回

20 人
各回

500 円

料理と酒の楽しみ
① 10/14 ㈯ガーリックビーフステーキ他
② 11/ 5 ㈰鶏もも肉の蒸焼きとスライスオニオン他
③ 12/ 3 ㈰マグロのカルパッチョ・バジルソース他

10:30 ～ 13:00 男性
12 人 3,500 円

託
児
付
き
市
民
講
座

はじめてでも作れる！
デコクッキング	

① 10/17 ㈫デコもち ( ハロウィン編 )
② 11/14 ㈫デコ鍋 ( クリスマス編 ) 10:00 ～ 13:00 20 人

1,600 円
※ 託児
+400 円

あみもの１年生 ① 10/16 ㈪アクリルたわし　② 10/30 ㈪ペットボトルカバー
③ 11/13 ㈪・27 ㈪モチーフ 13:30 ～ 15:30 15 人

3,500 円
※ 託児
+500 円

やさしいパンと素敵な
おやつ

① 10/12 ㈭ほっこり焼菓子
② 11/ 9 ㈭ほかほか中華パン 10:00 ～ 12:00 12 人

1,600 円
※ 託児
+400 円

手作りクリスマス ① 10/31 ㈫こぎん刺し　② 11/28 ㈫カップケーキ
③ 12/12 ㈫グラスアート 10:00 ～ 12:00 20 人

3,500 円
※ 託児
+500 円

学
級親子たいけん隊！

※ 小学校および義務教育学校の 1 ～ 3 年生対象
① 10/14 ㈯お寺体験　② 10/29 ㈰自然観察
③ 11/11 ㈯陶芸体験　④ 12/10 ㈰英語学習 

①④ 10:00 ～ 11:30
②③ 10:00 ～ 12:00

親子
40 人

ペア
3,500 円

共
催

楽しいウォーキング教室 10/4 ㈬ ・11 ㈬・18 ㈬・25 ㈬、11/1 ㈬ 10:00 ～ 14:45 45 人 2,000 円

やさしいビデオの撮り方 10/7 ㈯・14 ㈯・21 ㈯・28 ㈯
10:00 ～ 12:00
 （※28 ㈯ のみ
13:30 ～ 15:30）

5 人 1,000 円

問中央公民館
☎	22–9562・9563
FAX 24–3021
〒 323–0023
小山市中央町 1-1-1
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第 7回おやまのまち de 開運ウォーキング（下半期）
問健康増進課☎ 22‒9524　市では、誰でも気軽に参加できるウォーキングを実施しています。

日　時 集合場所 コース名 /距離 主催・問合せ
10/ 7 ㈯ 9:30 絹公民館 絹の歴史と自然散策コース / 約７.0 ㎞ 絹公民館☎ 49-0027
10/14 ㈯ 9:30 寒川小学校 風薫る巴波川コース / 約 6.5 ㎞ 寒川公民館☎ 38-1002
10/21 ㈯ 9:30 市民会館前 “小山評定跡から思川”歴史と自然コース / 約 7.0 ㎞ 中央公民館☎ 22-9562

10/28 ㈯ 9:30 琵琶塚・摩利支
天塚古墳駐車場 歴史をたどるウォーキングコース / 約 6.5 ㎞ 桑公民館☎ 22-4545

11/ 5 ㈰ 8:45 JR 小金井駅東口 みんなで歩け歩け運動コース / 約 9.5 ㎞ 生涯スポーツ課☎ 21-2695
11/18 ㈯ 9:00 大谷公民館 緑の健康づくりの森ウォーキングコース / 約 8.0 ㎞ 大谷公民館☎ 28-0004

H30 年 3/11 ㈰ 13:00 豊田公民館 飾り馬の里めぐりコース / 約 7.0 ㎞ 豊田公民館☎ 37-1002
※ウォーキング参加時には、各自飲み物をご用意ください。

9/10 ～ 9/16 は「自殺予防週間」です～小さな気づきで
　　救われる人がいます～

問福祉課☎ 22‒9619

≪栃木県県南健康福祉センターの対策事業≫　会場：県南健康福祉センター（小山庁舎）
●精神保健福祉相談（事前予約制）各回 13:00 ～ 15:00
　10/24 ㈫、12/12 ㈫、H30.1/9 ㈫、2/14 ㈬

問市民課☎ 22‒9402

小山市の耐震対策・アスベスト対策

◎「自殺予防対策事業」のご案内

≪民間建築物吹付けアスベスト分析調査・除去工事等の支援事業をご利用ください≫
■分析調査事業補助　【補助金額】対象費用以内の額（上限 25 万円）
■除去等事業補助　【補助金額】対象費用の 2/3 以内の額（上限 180 万円）

問建築指導課☎ 22‒9233

※補助金の交付には条件（要件）がありますので、事前に建築指導課へご相談ください！！

○各出張所日程（受付時間：9:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00）
出張所 日　程 出張所 日　程
間々田 11/16 ㈭・17 ㈮ 大谷 11/30 ㈭・12/1 ㈮
生井 11/20 ㈪ 城南 12/ 6 ㈬・7 ㈭
寒川 11/21 ㈫ 小山東 12/ 8 ㈮・11 ㈪
豊田 11/22 ㈬ 桑 12/12 ㈫・13 ㈬
穂積 11/28 ㈫ 絹 12/14 ㈭
中 11/29 ㈬

マイナンバーカード申請補助について

（1）タブレットでの申請を希望する方（写真不要）
①通知カード　
②申請書（ID 番号の記載、通知カード送付時に同封のもの）
（2）申請書で申請を希望する方　　　　
①上記書類①、②と印鑑（シャチハタ不可）
②写真（縦 4.5cm× 横 3.5cm）
　※6 カ月以内撮影・正面・無背景・無帽
③返信用封筒（通知カード送付時に同封のもの）

※ 上記日程でお近くの出張所にお越しいただけない場合は、
他の出張所でも受付可能です。また、市役所本庁舎でも 11/1
㈬から平日のみ受付を開始します

　マイナンバーカードの申請はお済みですか？市では
各出張所を巡回し、申請がお済みでない方を対象にタ
ブレット端末機による申請および申請用紙への記入補
助を行います。（下記必要書類をお持ちください）

今年度後半7コース（全12コース）を紹介します。各地域の名所や旧跡に触れながらウォーキングを楽しみませ
んか。（参加費無料）

■耐震診断補助
【補助金額】
①耐震診断に要する経費の 2/3 以内
　（限度額 2 万円）
②耐震補強設計に要する経費の 2/3 以内
　（限度額 8 万円）
③耐震診断（耐震補強設計込み）に要す
　る経費の 2/3 以内（限度額 10 万円）

≪木造住宅の耐震診断・耐震改修工事等の支援事業をご利用ください≫

■木造住宅耐震改修工事費の利子補給金制度
【利子補給率】　年 2％（上限）【利子補給期間】　5 年間

■耐震改修工事補助
【補助金額】
①耐震補強工事の工事監理に要する経費の1/2以内（限度額7万円）
②耐震改修工事に要する経費の 1/2 以内（限度額 60 万円）
③補助対象住宅に高齢者（65 歳以上）や身体障がい者等が同居し
　ている場合には 5 万円を加算

≪小山市の対策事業≫　会場：保健・福祉センター
●法律相談（事前予約制）
　毎月第 1 木曜日 10:00 ～ 12:00
●こころの相談（事前予約制）各回 14:00 ～ 15:30
　9/19 ㈫、11/14 ㈫、H30.1/23 ㈫、3/6 ㈫

●自死遺族会　各回 14:00 ～ 16:00
　10/17 ㈫、12/19 ㈫、H30.2/20 ㈫　
●保健師による電話・面接相談（随時）
　各申込み　福祉課☎22-9619

●保健師による電話・面接相談（随時）
　申込み　同センター☎22-6192
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おやま田んぼアート 2017 見学会開催
　７月２日、美田・渡良瀬遊水地・絹・乙女の 4 会場

で見学会が開催され
ました。見学会当日
はスタンプラリーも
実施し、全 4 会場の
スタンプを集めた方
に、オリジナルクリ
アファイルをプレゼ
ントしました。

栃木市・下野市・野木町・結城市と災害時広域支援連
携協定を締結
　7 月 7 日、大規模な災害に備え、避難所の一時的相
互利用や食料、飲料水、生活必需品、給水活動の支援、
被災現場で活動す
る車両の燃料供給
などの相互協力を
行う災害時広域支
援連携協定を締結
しました。
渡良瀬遊水地ラムサール条約湿地登録 5周年記念シン
ポジウムを開催
　７月 9 日、渡良瀬遊水地のラムサール条約湿地登録
5 周年を記念して、市立文化センターでシンポジウム
を開催し、日本野鳥の会会長の柳生博氏のスペシャル
トークや、足尾鉱毒事件をテーマにした映画「渡良瀬

の風」の上映、渡良瀬遊水
地をテーマに作成した楽曲

「WATARASE ～水辺のシン
フォニー」の合唱等を通じて、
その賢明な活用についての理
解を深めました。

「おやまサマーフェスティバル 2017」盛大に開催
　７月 29・30 日、小山の夏、
最大のイベント「おやまサマー
フェスティバル 2017」を開催。
29 日は、あいにくの雨模様で
したが小山評定ふるさと大使 C
＆ K のミニライブなどで賑わ
いました。翌 30 日の「第 66
回小山の花火」は、２万発を超
える打ち上げ花火が夏の夜空を
彩りました。

 
６
月
25
日
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登

録
さ
れ
て
い
る
渡
良
瀬
遊
水
地
第
２
調
節
池

の
掘
削
池
で
、
外
来
魚
類
を
捕
獲
、
駆
除
す

る
「
お
さ
か
な
ワ
イ
ワ
イ
大
作
戦
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。小
山
市
プ
レ
Ｄ
Ｃ
特
別
企
画「
み

ん
な
で
引
っ
張

れ
!!
渡
良
瀬
遊

水
地
外
来
魚
駆

除
体
験
ツ
ア
ー
」

も
実
施
し
、
首
都

圏
か
ら
参
加
し

た
34
人
の
方
も

含
め
、
約
200
人
の

人
た
ち
が
地
引

き
網
を
使
っ
て
、

外
来
魚
の
オ
オ

ク
チ
バ
ス
や
ブ

ル
ー
ギ
ル
を
捕

獲
し
ま
し
た
。

▲寒
さんがわに

川尼

おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

「インバウンド」による「小山市の創生」
～台湾高尾市・シンガポールと交流開始！～

　人口減少による地方の衰退が懸念されている我が国に
おいては、現在、観光、とりわけ「インバウンド」の推
進による「地方創生」が大きな課題となっています。
　このような中、栃木県は、平成２９年２月に台湾高雄
市と教育・経済分野の友好交流に関する覚書を締結しま
した。
　これを受け、小山市としましては、栃木県に協力し、
高雄市と交流を実施して参りたいと考えております。そ
して、今後、栃木県が高雄市から教育・経済の関係者を
受け入れた際には、小山市が市内の小中学校での教育交
流、ホームスティ、企業訪問等を受け入れて参りたいと
考えております。
　今回、訪問した高雄市は、親日家で知られている台湾
において、最大の人口を有する経済と貿易の大都市であ
ります。
　今回の派遣は、高雄市政府の教育・経済分野の関係者
等を訪問し、今後の高雄市と小山市の交流について協議
するとともに、両市の友好関係の促進を図ることを目的
として、私を団長に関良平議長（当時）を副団長として
教育・経済分野の代表者等総勢１０名を団員として５月
１０日～１２日の３日間派遣しました。
　栃木県知事の２月の訪台後、わずか２か月半と、短期
間の準備期間でありましたが、早期訪台が実現できまた、
通常、覚書締結には、４、５回の交流が必要との中で、
私達の熱意が相手に伝わり、１回の訪台で覚書の締結が
出来ましたことは、栃木県および栃木県香港駐在 毛塚隆
弘氏、日本台湾交流
協会高雄事務所 中郡
錦蔵所長、台北駐日
経済文化代表処の大
きなご支援、ご協力
のお蔭であり、心か
ら感謝申し上げます。
　また小山市は、インバウンド第１号として、大統領も
輩出しているシンガポール名門校の修学旅行生２０名
を、５月２８日～３０日の３日間受け入れることができ
ましたが、受け入れ先の企業等の心温まるおもてなしに
より、大好評を博したところであります。

　今後のさらなる「イン
バウンド」の推進による

「小山市の創生」が実現
できます様、一層努力を
してまいりますので引き
続いての皆様のご協力、
ご支援のほどを宜しくお
願いします。



よ
う
に
と
の

思
い
か
ら
、

老
人
ク
ラ
ブ

を
発
足
し
ま

し
た
。

　活
動
に
つ

い
て
は
、
当

初
よ
り
年
２

回
の
県
下
一
斉
清
掃
、
不
法

投
棄
防
止
の
た
め
の
積
極
的

な
除
草
活
動
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
清
掃
な
ど
の
地
域
活

動
の
ほ
か
、
詩
吟
の
体
験
、

大
正
琴
の
鑑
賞
、
高
齢
者
学

級
へ
の
参
加
、
絹
公
民
館
ま

つ
り
、
懇
親
会
を
兼
ね
て
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
カ
ラ
オ
ケ

の
催
し
、
輪
投
げ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

鑑
賞
会
な
ど
、
楽
し
く
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
思
桜
会
主

催
の
行
事
や
、
絹
地
区
老
人

ク
ラ
ブ
へ
の
協
力
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
地
域
の
「
幸

齢
者
」
社
会
を
目
指
し
、
会

員
の
さ
ら
な
る
増
員
を
図

り
、
一
段
と
楽
し
い
集
い
の

会
で
あ
る
請
地
幸
和
会
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

会
長
　鶴
見
　俊
男
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活
動
内
容
•
加
入
の
問
合
せ

絹
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

　
　絹
出
張
所
☎
49
０
０
２
７

　請
地
幸
和
会
は
、
絹
地
区

福
良
に
あ
る
請
地
自
治
会
の

老
人
ク
ラ
ブ
で
す
。

　東
に
筑
波
山
を
望
み
、
鬼

怒
川
に
か
か
る
中
島
橋
か
ら

県
道
結
城
二
宮
線
を
西
へ
つ

き
あ
た
り
、
県
道
福
良
羽
川

線
を
北
に
入
っ
た
と
こ
ろ

で
、
近
く
に
は
工
業
団
地
も

あ
り
、
交
通
往
来
の
激
し
さ

も
増
し
て
い
ま
す
が
、
田
園

地
帯
の
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ

で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当

自
治
会
内
に
は
薬
師
堂
も
あ

り
、
桜
花
の
時
期
に
神
武
祭

礼
も
と
り
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
絹
地
区
で
は
、

平
成
29
年
４
月
に
県
内
初
の

小
中
一
貫
校
で
あ
る
絹
義
務

教
育
学
校
が
開
校
と
な
り
ま

し
た
。

　当
会
は
平
成
26
年
７
月
６

日
に
発
足
し
、
現
在
17
人
で

活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　当
時
、
私
は
前
年
度
の
自

治
会
長
と
い
う
立
場
か
ら
、

発
起
人
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
な
が

ら
、
地
域
の

た
め
に
、
ま

た
高
齢
者
が

地
域
で
健
康

で
い
き
い
き

と
過
ご
せ
る

請う

け

じ

こ

う

わ

か

い

地
幸
和
会

紹
介
し
ま
す
。
あ
な
た
の
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

問
総
合
政
策
課
☎
2
2
９
３
５

88

　今回はシンガポールの交通事情について
ご紹介します。小山市では自動車を利用す
る方が多く渋滞もありますが、シンガポー
ルでは渋滞を減らし交通環境を守るため、
自動車の所有台数を制限する政策がとられ
ています。自動車を 10年間所有するため
の権利を入札によって販売するので、限ら
れた数の人しか自動車を購入することがで
きません。その権利の値段や自動車にかか
る税金は高く、シンガポールで自動車を持
つには日本のおよそ 5倍の費用がかかる
と言うと驚かれると思います。
　しかし、シンガポールでは公共交通機関
が発達しており、国内を容易に移動するこ
とができます。MRTと呼ばれる鉄道が広
域で数分おきに運行しているほか、バスも
国内をくまなく走っており大変便利です。
　さらに、最近は、自転車を共有して利用

するサービスが広まっていま
す。利用登録をした人は、携
帯電話のアプリを使って駐輪
されている自転車を解錠して
乗ることができ、利用料金は

30分 40円からとなっています。
　シンガポールでは毎月最終日曜日に、住宅地の
道路に自動車の乗り入れを禁止して、住民が路上
でスポーツや芸術を楽しむことのできるイベント
を開催しています。小山市でも、市外から訪れる
方のために駅などに自転車を配置して観光に利用
していただく観光シェアサイクルの運用を始めて
いますが、皆さんも車の利用を抑えて快適に暮ら
すシンガポールの取り組みをお手本に
して、小山市内の公園や自然の中でサ
イクリングやスポーツを楽しんではい
かがでしょうか。
　　　　　　　総合政策課　川俣英司

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
よ
り

⑭

小3枚（300g）
小さじ1

75g
小さじ1弱
小さじ1弱
1/3個
大さじ1
15㎝分
1カップ

各大さじ1
各大さじ1
少々

120g
60g

生揚げ
片栗粉

豚挽き肉
しょうゆ
しょうが汁
卵
米粉
ねぎのみじん切り
だし

砂糖・みりん
酒・しょうゆ
塩

小松菜
花にんじん

★材料（6人分） ★作り方 問農政課☎22‒9257
①生揚げは熱湯をかけ、油抜きをする。三角
になるように2等分し、中身をくりぬき、
中に片栗粉半量をふっておく。くりぬいた
中身はつぶしておく。
②ボウルにＡと生揚げの中身を入れ、よく混
ぜる。これを生揚げに詰め、上に残りの片
栗粉をふる。
③鍋にＢを煮立て、②を入れて弱火で15分
ほど煮る。
④小松菜をゆでて、4㎝の長さに切る。花に
んじんとともに器に添える。

「生揚げのいんろう煮」

和 食　栄養バランスのとれた
　　　 米飯中心の日本型食生活
輪 食　食卓を囲む家族の団らん
環 食　環境に配慮した地産地消
　　　 の食生活

★栄養価（１人分）
エネルギー　14kcal
たんぱく質　　8.9g
脂　質　　　　0.1g
カルシウム　 163㎎
塩　分　　　　1.0g

A

B



は
く
ち
ょ
う
座
を
み
つ
け
よ
う
～

Ｍ
13
を
み
よ
う
～

日
時
　９
／
９
㈯
19
時
～
20
時
半

会
場
　生
井
公
民
館

※
駐
車
場
は
JA
お
や
ま
生
井
支
店

そ
の
他
　中
学
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
。
曇
雨
天
中
止
（
当
日
実

施
時
刻
の
１
時
間
前
に
電
話
ま
た

は
博
物
館
HP
に
要
確
認
）
。

問
博
物
館
☎
�
５
３
３
１

豊
田
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　９
／
30
㈯
開
演
14
時
か
ら

会
場
　豊
田
公
民
館
研
修
室

出
演
　ウ
ー
ル
カ
（
ヴ
ォ
ー
カ
ル

＆
ギ
タ
ー
の
デ
ュ
オ
）

※
無
料
。
駐
車
場
は
豊
田
中
校
庭

問
同
館
☎
�
１
０
０
２

犯
罪
被
害
者
支
援
市
町
民
の
つ
ど

い
２
０
１
７

日
時
　10
／
２
㈪
13
時
半
～
15
時

会
場
　文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

内
容
　犯
罪
被
害
者
等
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
、
被
害
者
支
援
の
必

要
性
や
重
要
性
を
伝
え
ま
す
。

問
生
活
安
心
課
☎
�
９
２
８
２

犯
罪
被
害
者
等
支
援
巡
回
パ
ネ
ル
展

日
時
　10
／
２
㈪
～
４
㈬
９
時
～
16
時

会
場
　文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容
　犯
罪
被
害
者
等
や
遺
族
等

が
提
供
し
て
作
成
し
た
パ
ネ
ル
展

問
生
活
安
心
課
☎
�
９
２
８
２

小
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
作
品
展
開
催

日
時
　10
／
７
㈯
～
８
㈰
９
時
半

～
17
時（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

会
場
　文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

出
展
品
　写
真
・
書
道
・
絵
画
・

手
工
芸
品
等

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
４
１
３
０

文
化
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

■「C
ro

ss-S
o

u
n
d
s T

rio

ス

ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
～O

u
r 

favo
rite m

usic!｣fro
m

M
C

F

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
ち
ぎ
▽
10
／
９
㈪

開
演
14
時
▽
全
席
自
由
千
円

■
お
や
ま
寄
席
▽
10
／
28
㈯

開
演
13
時
半
▽
全
席
自
由
千
500
円

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

介
護
予
防
普
及
啓
発
講
演
会

日
時
　10
／
14
㈯
13
時
半
～
15
時
半

会
場
　健
康
医
療
介
護
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容
　「
毎
日
笑
っ
て
、健
康
長
寿
！
」

●
笑
い
で
健
康
を
呼
び
こ
も
う
！

講
師

　落
語
家

　三
遊
亭
楽
大
氏

●
小
山
市
の
現
状
と
介
護
予
防
の
必
要
性

申
込
み
　高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
山
総
合
☎
�
０
２
１
１

お
や
ま
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
　10
／
８
㈰
10
時
～
14
時
半

会
場
　県
南
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

内
容
　射
的
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
等

問
小
山
市
子
ど
も
会
育
成
会
連
合

会
☎
�
７
４
８
３

県
立
博
物
館
９
月
の
主
な
行
事

◆
企
画
展「
中
世
宇
都
宮
氏
ー
頼

朝
・
尊
氏
・
秀
吉
を
支
え
た
名
族
ー
」

▽
９
／
16
㈯
～
10
／
29
㈰
◆「
宇
都

宮
と
百
人
一
首
」▽
９
月
～
10
月

※
月
曜
休
館
。
高
校
生
以
上
要
観
覧
料

問
同
館
☎
０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
７
㎞

日
時
　①
９
／
10
㈰
②
10
／
１
㈰

①
、
②
と
も
に
８
時
45
分
か
ら

コ
ー
ス

　①
大
平
下
駅
（
東
口
）

集
合
↓
池
上
↓
清
水
寺
↓
戸
長
屋

敷
・
民
族
資
料
館
↓
ぶ
ど
う
団
地
↓

中
根
↓
大
平
下
駅
（
東
口
）
解
散

②
足
利
駅
（
北
口
）
集
合
↓
グ
ラ
ウ

ン
ド
通
り
↓
総
合
運
動
公
園
↓
樹
覚

寺
↓
織
姫
神
社
↓
足
利
日
赤
病
院
↓

足
利
駅
（
北
口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

当
日
は
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

少
林
寺
拳
法
無
料
体
験

日
時
　９
／
９
～
10
／
14
の
土
曜

日
全
６
回
19
時
～
20
時
半

会
場
　県
県
南
体
育
館
柔
道
場

対
象
　小
学
生
か
ら
※
参
加
無
料

申
込
み
　９
／
１
㈮
～
23
㈯
ま
で

問
市
少
林
寺
拳
法
協
会
・
中
村
☎

０
９
０
・
３
３
１
２
・
２
３
１
１

小
山
市
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

日
時
　９
／
３
㈰
13
時
半
～
16
時
半

会
場
　市
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

講
師
　㈳
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟
指
導
者

　麻
生
忠
男
氏

申
込
み
　当
日
参
加
料
千
円
（
保

険
代
等
）
を
添
え
て
同
セ
ン
タ
ー

問
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
輕
部
☎

０
９
０
・
６
３
１
２
・
８
３
６
０

秋
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

日
時
　10
／
３
・
10
・
17
の
火
曜

日
10
時
～
正
午

場
所
　小
山
運
動
公
園
内

　小
山

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

対
象
　市
内
在
住
・
在
勤
者
先
着
20
人

参
加
料
　千
円
（
保
険
料
等
）

申
込
み
　９
／
１
㈮
～
29
㈮
の
平

日
10
時
～
17
時
ま
で
に
参
加
料
を

添
え
て
体
育
協
会
☎
�
５
８
５
６

第
54
回
小
山
市
弓
道
選
手
権
大
会

日
時
　10
／
９
㈪
９
時
競
技
開
始

会
場
　市
営
弓
道
場

参
加
資
格
　中
学
生
以
上
の
市
内

在
学
・
在
勤
・
在
住
者
、
小
山
市

弓
道
会
員
※
参
加
無
料

種
目
　①
中
学
生
の
部
（
男
女
）

②
高
校
生
の
部
（
男
女
）
③
一
般

の
部
（
大
学
生
を
含
む
、
男
女
）

申
込
み
　９
／
1
㈮
～
30
㈯
ま
で
に
同
協

会
・
安
部
☎
０
９
０
・
６
０
１
２
・
３
６
７
４

第
37
回
障
が
い
者
団
体
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時

　10
／
14
㈯
9
時
か
ら

対
象
　市
内
在
住
障
が
い
者
お
よ

び
市
内
障
が
い
者
施
設
利
用
者

会
場
　小
山
第
一
小
学
校
校
庭

（
雨
天
時
同
校
体
育
館
）

申
込
み
　９
／
22
㈮
ま
で
に
福
祉

課
☎
�
９
６
２
９
FAX
�
２
３
７
０

※
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

９
／
10
は
下
水
道
の
日

　処
理
区
域
内
の
方
で
、
未
接
続

の
方
は
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付
制
度

（
無
利
子
）
も
あ
り
ま
す
。

油
は
下
水
道
管
の
つ
ま
り
の
も
と
！

　下
水
道
は
何
で
も
流
せ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
事
の
残
り
物
や
食

用
廃
油
は
下
水
道
管
を
詰
ま
ら
せ
ま
す

の
で
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
下
水
道
課
☎
�
５
４
７
７

敬
老
祝
金
の
支
給

　今
年
4
／
1
日
現
在
に
お
い
て
、

1
年
以
上
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
市
内
在
住
の
方

で
、
年
度
内
に
満
77
歳
・
88
歳
・
95

歳
・
101
歳
以
上
を
迎
え
る
方
に
、
地

区
担
当
民
生
委
員
が
９
月
末
ま
で
に

お
届
け
に
伺
い
ま
す
。(

101
歳
以
上

で
、
平
成
26
年
ま
で
に
100
歳
者
敬
老

祝
金
を
受
給
さ
れ
た
方
は
除
く)

問
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
�

９
６
１
７

【
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪

雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
へ
】

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に
基

づ
く
支
援
金
の
申
請
期
限

　同
制
度
に
基
づ
く
基
礎
支
援
金

の
申
請
受
付
が
、
10
／
６
㈮
ま
で

で
す
。
未
申
請
の
方
は
、
お
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
２

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

日
時
　10
／
６
㈮
９
時
～
16
時
半

会
場
　県
南
体
育
館
研
修
室

対
象
　危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種

第
４
類
受
験
予
定
者

申
込
み
　10
／
４
㈬
ま
で
に
消
防

本
部
予
防
課(

平
日
８
時
～
17
時)

※
要
予
約
、
受
講
料
等
必
要

問
同
課
☎
�
６
６
５
８

平
成
30
年
4
月
か
ら
の
保
育
園
・
認

定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
の
入
園･

入

所
お
よ
び
、
予
約
申
込
み
の
説
明
会

日
時
　10
／
７
㈯
10
時
か
ら

会
場
　文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

内
容
　入
所
の
手
続
き
や
提
出
書

類
に
つ
い
て
説
明

対
象

　次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
保
護
者
の
ほ
か
に
児
童
を
保

育
す
る
方
が 

い
な
い
家
庭
。

◆
就
労
◆
妊
娠
、
出
産
◆
保
護
者

の
疾
病
、
障
が
い
◆
同
居
親
族
の

介
護
・
看
護
◆
災
害
の
復
旧
な
ど

※
１
日
７
時
間
、
月
120
時
間
就
労

で
、
産
休
・
育
休
か
ら
同
じ
職
場

に
復
帰
す
る
方
は
、
平
成
30
年
５

月
か
ら
12
月
の
入
所
予
約
可
。

(

出
産
前
で
も
入
所
予
約
可
、
兄

弟
、
姉
妹
も
予
約
対
応
可)

そ
の
他
　入
所
申
込
受
付
は
、
10

／
30
㈪
よ
り
開
始
予
定

問
こ
ど
も
課
☎
�
９
６
１
４

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
内
容

　甲
種
・
乙
種 (

第
１

類
～
第
６
類)

・
丙
種

試
験
日
　11
／
12
㈰

会
場
　白
鷗
大
学
本
キ
ャ
ン
パ
ス

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ
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申
込
み

　９
／
11
㈪
～
22
㈮(

平

日
の
み)

８
時
～
17
時
に
消
防
本

部
予
防
課
ま
で
願
書
持
参

問
同
課
☎
�
６
６
５
８

水
道
加
入
の
お
す
す
め

水
道
加
入
費
用

①
水
道
本
管
か
ら
宅
内
給
水
栓
ま

で
の
工
事
は
需
要
者
の
負
担
で
す
。

※
工
事
費
に
つ
い
て
は
、
市
指
定

工
事
事
業
者
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

②
水
道
加
入
金
・
手
数
料
（
別
表)

③
水
道
料
金（
使
用
水
量
に
よ
る
）

完成検査
手数料

500 円

設計審査
手数料

500 円

加入金額
　　（税込）

59,400 円

147,960 円

297,000 円

口径

13mm

20mm

25mm

問
水
道
課
☎
�
７
６
１
２

公
共
下
水
道
事
業
計
画（
雨
水
）区

域
が
拡
大

　小
山
市
排
水
強
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
整
備
方

針
の
実
現
に
向
け
、
市
街
化
区
域
の

排
水
強
化
対
策
と
し
て
、
新
た
に
大

行
寺
排
水
区
を
公
共
下
水
道
事
業
計

画（
雨
水
）に
区
域
拡
大
し
ま
し
た
。

問
下
水
道
課
☎
�
７
６
１
７

自
動
電
話
催
告
の
お
知
ら
せ

　国
保
税
・
市
県
民
税
未
納
者
へ
の

自
動
音
声
案
内
に
よ
る
電
話
催
告
を

行
い
ま
す
。
納
税
が
ま
だ
の
方
は
、

早
め
に
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
納
税
課
☎
�
９
４
４
４

小
山
市
転
入
勤
労
者
等
住
宅
取
得

支
援
補
助
金
の
申
請
期
限

　市
内
へ
の
住
宅
の
取
得
に
伴
い

転
入
し
た
方
に
は
、
一
定
要
件
の

も
と
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　申
請
期
限
は
住
宅
取
得（
所
有

権
保
存
の
日
）か
ら
１
年
間
で
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
工
業
振
興
課
☎
�
９
３
９
９

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
７
小
山

野
木
線
（
粟
宮
工
区
）
の
開
通

　都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
７
小
山

野
木
線
を
最
重
要
整
備
路
線
と
し
て

位
置
づ
け
、
小
山
環
状
線
か
ら
間
々

田
北
通
り
ま
で
の
延
長
約
1.5
㎞
を
粟

宮
工
区
と
し
て
事
業
推
進
を
図
り
９

／
16
㈯
に
開
通
式
を
執
り
行
い
完

成
・
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

問
都
市
計
画
課
☎
�
９
２
０
２

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
に
は

　国
民
年
金
の
第
1
号（
お
よ
び

任
意
加
入
）被
保
険
者
の
方
は
、

定
額
保
険
料
の
ほ
か
に
付
加
保
険

料（
月
額
400
円
）を
納
め
る
と
、
老

齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金(

※
加

算
額
は
200
円
×
付
加
保
険
料
納
付

月
数)

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
６

小
山
市
中
心
市
街
地
商
業
出
店
等
促
進

事
業
補
助
金
の
補
助
対
象
区
域
の
拡
大

　市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
と
同
地
域
へ
の
商
業
者
の
出
店

の
促
進
を
は
か
る
た
め
、
小
山
駅
西

口
祇
園
城
通
り
沿
い
お
よ
び
そ
の

周
辺
の
空
き
店
舗
へ
新
た
に
出
店

し
た
事
業
者
に
、
内
装
改
造
費
と
家

賃
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　平
成
29
年
度
よ
り
、
小
山
駅
西
口

阿
夫
利
通
り
沿
い
お
よ
び
そ
の
周

辺
と
、
間
々
田
駅
前
通
り
・
浅
草
通

り
沿
い
お
よ
び
そ
の
周
辺
が
対
象

区
域
に
加
わ
り
ま
し
た
。

問
商
業
観
光
課
☎
�
９
２
７
５

ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
敬
老
会

　９
／
18
（
敬
老
の
日
）
11
時
～

14
時
、
敬
老
会
を
90
畳
の
大
広
間

で
開
催
。
※
催
し
物
を
予
定

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
３
７
０
０

ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
浴
室
再
開

　10
／
１
㈰
、
天
井
改
修
工
事
の

た
め
利
用
を
休
止
し
て
い
た
男
女

浴
室
を
再
開
し
ま
す
。

※
月
曜
定
休
、
入
館
料
（
60
歳
以

上
の
市
民
100
円
）
等
は
変
更
無
し

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
３
７
０
０

映
画
上
映
会｢

パ
パ
、
遺
伝
子
組

み
換
え
っ
て
な
あ
に
？｣

日
時
　10
／
11
㈬
10
時
半
～
正
午

会
場
　市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

定
員
　先
着
40
人
※
参
加
無
料

申
込
み ｢

お
や
ま
～
る｣

に
９
／

１
㈮
９
時
～
10
／
６
㈮
17
時
ま
で

問
お
や
ま
～
る
☎
⒇
５
５
６
２

ふ
れ
あ
い
育
む
「
家
庭
の
日
」

　家
庭
は
最
も
大
切
な
家
族
の
よ

り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
青
少
年
が
基

本
的
な
生
活
習
慣
や
規
範
意
識
を

身
に
付
け
、
人
格
を
形
成
す
る
上

で
大
き
な
役
割
を
担
う
場
で
す
。

　県
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜
日
を

｢

家
庭
の
日｣

と
定
め
て
い
ま
す
。

問
県
人
権
・
青
少
年
男
女
参
画
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
０
７
５

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　人
権
擁
護
委
員
が
、
高
齢
者
・
障

害
者
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

つ
い
て
、
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　９
／
４
㈪
～
10
㈰
８
時
半

～
19
時
（
土
・
日
は
10
時
～
17
時
）

実
施
機
関
　宇
都
宮
地
方
法
務
局

栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
☎

０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

防
衛
大
学
校
等
入
学
試
験

◆
防
衛
大
学
校
生
（
一
般
前
期
）

◆
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

◆
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

応
募
資
格
　18
歳
以
上
21
歳
未
満

の
者
（
自
衛
官
は
23
歳
未
満
）
、

高
卒
者
（
見
込
含
）
ま
た
は
高
専

３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
）

受
付
期
間
　９
／
５
㈫
～
29
㈮

※
詳
細
は
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

問
同
事
務
所
☎
�
４
７
６
３

無
料
調
停
相
談
会
の
開
催

日
時
　９
／
12
㈫
10
時
～
15
時

会
場
　栃
木
市
栃
木
公
民
館
２
階

大
会
議
室
（
日
ノ
出
町
14ｰ

36
）

問
宇
都
宮
地
方
・
家
庭
裁
判
所
栃

木
支
部
☎
０
２
８
２
�
０
２
２
５

｢

と
ち
ぎ
障
害
者
合
同
面
接
説
明

会(

県
南
会
場)｣

開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
　９
／
22
㈮
13
時
～
16
時

会
場
　栃
木
商
工
会
議
所
大
ホ
ー

ル
（
栃
木
市
片
柳
町
２
︲
１
︲
46
）

対
象
者
　県
南
地
区
で
就
職
を
希

望
す
る
障
害
を
お
持
ち
の
方

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山
☎
�
１
５
２
４

と
ち
ぎ
木
材
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
　９
／
24
㈰
９
時
半
～
15
時
半

会
場
　道
の
駅
う
つ
の
み
や

　ろ

ま
ん
ち
っ
く
村｢

に
ぎ
わ
い
広
場｣

内
容

　体
験
コ
ー
ナ
ー
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
、
木
製
品
の
販
売
等

問
同
実
行
委
員
会
☎
０
２
８
・
６

５
２
・
３
６
８
７

栃
木
矯
正
展
の
お
知
ら
せ

日
時
　10
／
１
㈰
９
時
半
～
15
時

会
場
　栃
木
刑
務
所

内
容
　展
示
販
売
、
所
内
見
学
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
等

問
同
所
☎
０
２
８
２
�
９
６
１
１

県
立
盲
学
校
体
験
学
習
の
ご
案
内

日
時
　◆
幼
稚
部
11
／
14
㈫
◆
小

学
部
９
／
29
㈮
◆
中
学
部
９
／
27

㈬
◆
高
等
部
10
／
３
㈫
（
普
通

科
）
、
10
／
31
㈫
（
保
健
理
療

科
・
専
攻
科
）
９
時
半
～
正
午

問
同
校
☎
０
２
８
・
６
５
２
・
２
３
３
１

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

　建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の

進
行
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

条
件
　加
入
で
き
る
事
業
主
＝
建

設
業
を
営
む
方
▽
対
象
と
な
る
労

働
者
＝
建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

▽
掛
け
金
＝
日
額
310
円

問
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

☎
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
６
６

伝
統
文
化
親
子
茶
道
教
室

日
時
　９
／
30
㈯
Ａ
班
15
時
～
16
時

▽
Ｂ
班
16
時
～
17
時
▽
Ｃ
班
17
時
～

18
時

　各
班
先
着
20
人
・
一
人
200
円

会
場
　小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）

対
象
　小
・
中
学
生
の
親
子

申
込
み
　９
／
10
㈰
10
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
☎
�
９
９
３
５

小
山
市
老
人
保
健
福
祉
施
設
の
整

備
法
人
等
募
集

　平
成
29
年
度
に
整
備
す
る
認
知

症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備

法
人
等
の
募
集
要
項
を
９
月
中
旬

に
市
HP
に
掲
載
し
ま
す
。

問
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
�

９
５
４
９
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イ
ベ
ン
ト
ス
ク
ラ
ッ
プ
作
品
を
募

集
し
ま
す
！

募
集
期
間
　９
／
１
㈮
～
30
㈯

作
品
対
象
事
業
　４
月
か
ら
９
月

中
に
開
催
さ
れ
る
市
主
催
事
業

募
集
部
門

　親
子
の
部
（
市
内
小

学
校
お
よ
び
義
務
教
育
学
校
6
年
生

以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族
）
、
一

般
の
部
（
市
内
中
学
1
年
生
お
よ
び

義
務
教
育
学
校
7
年
生
以
上
）

募
集
規
定
　短
辺
394
×
長
辺
542
㎜

提
出
先
　中
央
図
書
館
へ
郵
送
ま

た
は
持
参

問
同
館
☎
�
０
７
５
０

明
る
い
選
挙
啓
発
に
関
す
る
絵
手

紙
作
品
を
募
集
し
ま
す
！

　絵
手
紙
（
葉
書
サ
イ
ズ
）
の
宛

名
面
に
作
品
名
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
郵
送
。
※
画

材
自
由
。
送
料
は
応
募
者
負
担
。

応
募
作
品
は
返
却
不
可

応
募
期
間
　９
／
１
㈮
～
12
／
１
㈮

問
同
委
員
会
☎
�
９
４
８
１

小
山
市
新
製
品
新
技
術
研
究
開
発

事
業
補
助
金
申
請
者
募
集

　単
独
ま
た
は
複
数
の
市
内
中
小

企
業
者
に
よ
る
新
製
品
、
新
技
術

の
研
究
開
発
（
大
学
等
研
究
機
関

と
の
共
同
事
業
を
含
む
）
に
対

し
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
（
既
に
研
究
開
発
が
終
了
し

て
い
る
場
合
等
は
非
該
当
）。

期
間
　９
／
１
㈮
～
29
㈮

問
工
業
振
興
課
☎
�
９
３
９
９

扶
桑
地
区
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
募
集

期
間
　９
／
１
㈮
～
15
㈮

場
所
　都
市
計
画
課

提
出
方
法
　住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
意
見
の

趣
旨
を
、
同
課
に
あ
る
所
定
の
用

紙
に
記
入
し
、
公
表
期
間
内
に
同

課
ま
で
提
出
※
意
見
申
出
書
を
提

出
で
き
る
の
は
、
当
該
地
内
に
所

有
権
等
の
権
利
を
有
す
る
方
の
み

問
同
課
☎
�
９
２
０
２

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
後
期
講
座

◆
ヨ
ガ
＆
体
幹
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
▽

10
／
２
～
毎
週
月
曜
日
10
時
～
全
11

回
▽
20
人
▽
２
千
200
円
◆
骨
盤
ス
ト

レ
ッ
チ
教
室
▽
10
／
４
～
毎
週
水
曜

日
9
時
～
全
12
回
▽
30
人
▽
２
千
400

円
◆
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
教
室
▽
10
／

４
～
毎
週
水
曜
日
19
時
半
～
全
12
回

▽
30
人
▽
２
千
400
円
◆
初
心
者
向
け

太
極
拳
教
室
▽
10
／
５
～
毎
週
木

曜
日
19
時
半
～
全
11
回
▽
20
人
▽

2
千
200
円
◆
絵
手
紙
と
墨
彩
画
教
室

▽
10
／
23
～
毎
週
月
曜
日
14
時
～
全

５
回
▽
25
人
▽
千
円
◆
タ
ブ
レ
ッ
ト

教
室
▽
９
／
30
～
毎
週
土
曜
日
14
時

～
全
４
回
▽
20
人
▽
４
千
500
円
◆
パ

ソ
コ
ンW

o
rd

教
室
▽
10
／
５
～
毎

週
木
曜
日
14
時
～
全
４
回
▽
12
人
▽

４
千
500
円
◆
相
続
・
遺
言
・
終
活
に

つ
い
て
の
講
演
会
▽
10
／
２
㈪
10
時

～
▽
20
人
▽
無
料

申
込
み
　９
／
４
㈪
10
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
☎
�
９
１
１
１

桑
公
民
館
後
期
講
座

◆
太
極
拳
入
門
講
座
▽
10
／
４
～
毎

週
水
曜
日
全
４
回
▽
20
人
▽
500
円
◆

ハ
イ
キ
ン
グ
講
座
（
赤
城
方
面
）
▽

10
／
16
㈪
・
26
㈭
▽
各
40
人
▽
千
円

◆
オ
カ
リ
ナ
講
座
▽
10
／
11
・
18
・

25
、
11
／
８
・
15
の
水
曜
日
全
５
回

▽
20
人
▽
無
料
◆
絵
手
紙
講
座
▽
11

／
13
～
毎
週
月
曜
日
全
３
回
▽
15
人

▽
千
円
◆
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

▽
12
／
20
㈬
▽
150
人
▽
無
料
◆
冬
の

星
座
観
測
会
▽
12
／
26
㈫
▽
150
人
▽

無
料
◆
キ
ム
チ
作
り
▽
11
／
15
・
29

の
水
曜
日
▽
各
20
人
▽
千
円
◆
手
作

り
味
噌
作
り
▽
12
／
５
㈫
▽
30
人
▽

4
千
500
円

申
込
み
　９
／
12
㈫
に
参
加
料
を

添
え
て
同
館
☎
�
４
５
４
５

※
先
着
受
付
。
電
話
申
込
み
不
可

穂
積
公
民
館
後
期
講
座

◆
琴
に
親
し
む
▽
11
／
22
～
毎
週
水

曜
日
10
時
～
全
４
回
▽
10
人
▽
無
料

◆
ペ
ン
習
字
講
座
▽
10
／
６
・
20
、

11
／
10
・
17
、
12
／
１
・
15
金
曜
日

10
時
～
11
時
半
全
６
回
▽
10
人
▽
300

円
◆
俳
句
講
座
10
／
18
、
11
／
15
、

12
／
20
、
Ｈ
30
．
１
／
17
の
水
曜
日

14
時
～
16
時
全
４
回
▽
15
人
▽
無
料

申
込
み
　９
／
11
㈪
～
20
㈬
ま
で

に
同
館
☎
�
２
０
０
４

間
々
田
公
民
館
後
期
講
座

◆
ヨ
ガ
講
座
▽
10
／
27
、
11
／
10
・

17
、
12
／
１
の
金
曜
日
10
時
半
～
正

午
全
４
回
▽
30
人
▽
無
料
◆
冬
の
寄

せ
植
え
講
座
▽
12
／
19
、
Ｈ
30
．
１

／
23
の
火
曜
日
10
時
～
11
時
半
全
２

回
▽
16
人
▽
3
千
500
円
◆
手
作
り
パ

ン
講
座
▽
10
／
18
、
11
／
15
、
12
／

13
、
Ｈ
30
．
１
／
17
の
水
曜
日
10
時

～
正
午
全
４
回
▽
16
人
▽
３
千
円
◆

こ
ぎ
ん
刺
し
講
座
▽
10
／
19
～
毎
週

木
曜
日
10
時
～
正
午
全
４
回
▽
15
人

▽
３
千
500
円
◆
さ
あ
み
ん
な
で
う
た

い
ま
し
ょ
うP

a
rt

２
▽
10
／
10
・

24
、
11
／
14
・
28
の
火
曜
日
10
時
～

11
時
半
全
４
回
▽
40
人
▽
300
円
◆
終

活
講
座
▽
10
／
20
㈮
13
時
半
～
15
時

▽
30
人
▽
無
料
◆
ハ
イ
キ
ン
グ
講
座

▽
11
／
１
㈬
（
奥
日
光
方
面
）
▽
38

人
▽
500
円

申
込
み
　９
／
12
㈫
～
14
㈭
の
９

時
～
17
時
に
同
館
窓
口
（
電
話
不

可
）
※
定
員
超
過
時
抽
選

問
同
館
☎
�
１
３
３
５

大
谷
公
民
館
後
期
講
座

◆
心
も
ま
あ
る
く
野
州
て
ん
ま
り
▽

10
／
16
～
毎
週
月
曜
日
10
時
～
正
午

全
４
回
▽
10
人
▽
３
千
500
円
◆
自
分

と
向
き
合
う
写
経
▽
10
／
20
、
11
／

10
・
17
の
金
曜
日
13
時
半
～
15
時
半

全
３
回
▽
30
人
▽
300
円
◆
陽
気
に

Z
U
M
B
A

＆
ス
ト
レ
ッ
チ
▽
11
／

20
、
12
／
４
・
11
・
18
の
月
曜
日
10

時
～
11
時
半
全
４
回
▽
25
人
▽
無

料
◆
「
ポ
ッ
」
と
ひ
と
と
き
ポ
ー
セ

ラ
ー
ツ
▽
11
／
20
・
27
の
月
曜
日
13

時
～
15
時
全
2
回
▽
20
人
▽
３
千
500

円
◆
ジ
ャ
ズ
の
魅
力
▽
10
／
21
㈯
18

時
～
19
時
半
▽
100
人
▽
500
円

申
込
み
　９
／
15
㈮
９
時
か
ら
同
館
窓

口(

先
着
受
付)

※
「
ジ
ャ
ズ
の
魅
力
」

は
申
込
み
方
法
が
異
な
る
の
で
市
HP
確
認

問
同
館
☎
�
０
０
０
４

宇
都
宮
大
学
お
や
ま
サ
テ
ラ
イ
ト

プ
ラ
ザ
市
民
講
座
「
体
感
す
る
結

城
紬
の
素
材
の
魅
力
」（
全
６
回
）

日
程
　①

10
／
７
②
10
／
21
③
11
／
４

④
11
／
18
⑤
12
／
９
⑥
12
／
16
の
土
曜
日

時
間
　①

13
時
半
～
15
時
45
分

（
開
講
式
有
り
）
②
9
時
半
～
16
時

（
産
地
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー
※
実
費

負
担
有
り
）
③
13
時
～
15
時
半
④
13

時
～
14
時
（
予
定
※
き
も
の
の
日
公

開
講
座
）
⑤
・
⑥
17
時
半
～
19
時
半

会
場
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員
　20
人
（
原
則
と
し
て
連
続

受
講
可
能
な
方
）
※
参
加
費
無
料

申
込
み
　９
／
29
㈮
ま
で
総
合
政

策
課
☎
�
９
２
１
８

中
世
小
山
氏
の
歴
史
「
小
山
政
光

の
妻
　寒
川
尼
の
活
躍
」

日
時
　10
／
19
㈭
10
時
～
正
午 

場
所
　中
央
公
民
館
第
３
研
修
室 

定
員
　20
人

申
込
み
　９
／
１
㈮
か
ら
文
書
館

☎
�
７
２
２
２

料
理
教
室
（
後
期
）
参
加
者
募
集

コ
ー
ス
・
日
程

■
子
育
て
応
援
！
料
理
教
室
（
幼

児
～
小
学
生
を
子
育
て
中
の
方
）

○
Ａ
コ
ー
ス
▽
10
／
16
㈪
～
Ｈ
30
．

２
／
19
㈪
○
Ｂ
コ
ー
ス(

託
児
５
人

可)

▽
10
／
17
㈫
～
Ｈ
30
．
２
／
20
㈫

■
お
や
ま
料
理
教
室(

市
内
在
住
者
）

10
／
10
㈫
～
Ｈ
30
．
２
／
13
㈫

会
場
　道
の
駅
思
川(

10
時
半
～
13
時)

定
員
　各
コ
ー
ス
20
人
（
多
数
抽
選
）

参
加
費
　３
千
円
（
５
回
分
）
、

託
児
は
別
途
千
円

持
ち
物
　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚

申
込
み
　９
／
15
㈮
ま
で
に
農
政

課
☎
�
９
２
５
７

パ
パ
と
い
っ
し
ょ
に
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ

日
時
　10
／
28
㈯
10
時
～
正
午

会
場
　保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

定
員
　概
ね
６
カ
月
以
上
12
カ
月

未
満
の
未
就
園
児
と
そ
の
父
親
・

母
親
先
着
20
組
（
無
料
）

申
込
み
　９
／
１
㈮
か
ら
こ
ど
も

課
☎
�
９
６
１
４

活
き
活
き
農
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

タ
ー
・
受
入
農
家
募
集
！

　農
作
業
に
興
味
の
あ
る
市
民
の
方

に
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
し
て
も

ら
い
、
受
入
農
家
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
　①
サ
ポ
ー
タ
ー
▽
18
歳
～

70
歳（
農
業
経
験
不
問
）②
受
入
農

家
▽
市
内
の
農
家

期
間
　10
月
～
Ｈ
30
．
３
月

申
込
み
　９
／
22
㈮
ま
で
に
農
政

課
☎
�
９
２
５
４

お
や
ま
市
民
大
学「
摩
利
支
天
塚・

琵
琶
塚
古
墳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
実
践
コ
ー
ス
」受
講
生
募
集
！

コミュニティFM「おーラジ」ロゴマーク募集のお知らせ
市民の皆さまから、愛され、親しみやすいロゴデザインを募集します。
詳細は、市ホームページをご覧ください。　　問 IT 推進課☎ 22-9343



日
程
　10
月
～
Ｈ
30
．
３
月

※
主
に
平
日
は
19
時
か
ら
。
土
日

は
１
日
の
場
合
有
り

会
場
　中
央
公
民
館
ほ
か

内
容
　摩
利
支
天
塚
・
琵
琶
塚
古

墳
に
つ
い
て
、
益
子
町
小
宅
古
墳

群
視
察
な
ど

募
集
期
間
　９
／
７
㈭
～
20
㈬

※
先
着
20
人
※
詳
細
要
市
HP
確
認

問
生
涯
学
習
課
☎
�
９
６
６
６

は
じ
め
て
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

日
時
　９
／
21
㈭
10
時
～
正
午
、

13
時
半
～
15
時
半

定
員
　先
着
各
30
人
※
参
加
無
料

場
所
　市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

申
込
み
　９
／
１
㈮
９
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
☎
⒇
５
５
６
２

ゆ
め
ま
ち
の
認
知
症
予
防
教
室

日
時
　９
／
28
㈭
10
時
～
正
午

会
場
　小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）

定
員
　35
人
※
参
加
無
料

内
容
　講
話「
知
っ
て
安
心
！
認

知
症
へ
の
備
え
と
予
防
」＆
脳
ト
レ

申
込
み
　高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
山
総
合
☎
�
０
２
１
１

国
際
テ
ク
ニ
カ
ル
美
容
専
門
学
校

公
開
講
座
受
講
者
募
集

日
時
・
テ
ー
マ
　①
９
／
28
㈭
エ

イ
ジ
レ
ス
メ
イ
ク
レ
ッ
ス
ン

②
10
／
５
㈭
似
合
う
色
で
キ
レ
イ

に
変
わ
る
体
験
講
座

会
場
　同
校
に
18
時
半
～
20
時

定
員
　各
回
先
着
15
人
参
加
料
千
500
円

申
込
み
　９
／
４
㈪
～
11
㈪
に
生

涯
学
習
課
☎
�
９
６
６
５

と
ち
ぎ
の
企
業
！
魅
力
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー

日
時
　９
／
19
㈫
８
時
半
～
17
時

会
場
　美
濃
工
業
栃
木
株
式
会
社(

ア

ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト
製
造
業)

・
株
式
会

社
か
ま
し
ん(

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト)

対
象
　県
内
で
就
職
を
希
望
し
て

い
る
学
生
お
よ
び
学
校
卒
業
後
３

年
以
内
の
未
就
職
者(

参
加
無
料)

※
詳
細
要
県
HP
確
認

問
県
労
働
政
策
課
☎
０
２
８
・
６

２
３
・
３
２
２
４

健
康
づ
く
り
体
験
談
募
集

対
象
者
　後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
本
県
の
被
保
険
者

内
容
　健
康
管
理
の
た
め
に
行
っ

て
い
る
健
康
法
と
そ
の
効
果
に
関

す
る
体
験
談
を
募
集
。
※
詳
細
は
、

広
域
連
合
HP
（
９
／
29
㈮
必
着
）

問
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
２
８
・
６
２
７
・
６
８
０
５

労
働
教
育
講
座

日
時
　10
／
19
㈭
13
時
半
～
16
時
半

テ
ー
マ
　有
期
契
約
社
員
を
め
ぐ

る
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
つ
い
て

会
場
　県
庁
小
山
庁
舎

定
員
　100
人
※
参
加
無
料

申
込
み
　県
小
山
労
政
事
務
所
☎

�
４
０
３
２

「
元
気
な
森
づ
く
り
の
日
」
記
念

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集
！

日
時
　10
／
21
㈯
9
時
半
～
15
時

会
場
　佐
野
市
飛
駒
町
（
集
合
：

根
古
屋
森
林
公
園
駐
車
場
）

対
象
　25
人
※
県
内
在
住
者
限
定

参
加
料
　850
円
（
昼
食
代
等
）

内
容

　獣
害
対
策
に
取
り
組
む
里

山
林
の
見
学
や
紙
す
き
な
ど
の
工
作

体
験
、
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

申
込
み

　９
／
４
㈪
～
10
／
10

㈫
に
県
南
環
境
森
林
事
業
所
☎

０
２
８
３
�
１
４
４
１

海
浜
秋
ま
つ
り

日
程
　10
／
28
㈯
～
29
㈰

定
員
　県
民
約
200
人
※
超
過
抽
選

内
容
　さ
つ
ま
い
も
掘
り
体
験
等

参
加
費
　３
歳
未
満
300
円
～
大
人

６
千
300
円

申
込
み
　９
／
18
㈪
ま
で
に
と
ち

ぎ
海
浜
自
然
の
家
☎
０
２
９
１
・

３
７
・
４
０
０
４

栃
木
県
農
業
大
学
校
平
成
30
年
度

生
学
生
募
集

募
集
人
数
　◆
農
業
経
営
学
科
25

人
◆
園
芸
経
営
学
科
40
人
◆
畜
産

経
営
学
科
15
人

出
願
期
間
　①
推
薦
９
／
１
㈮
～

15
㈮
②
一
般
（
前
期
）
11
／
20
㈪

～
12
／
４
㈪
③
一
般
（
後
期
）
Ｈ

30
．
２
／
２
㈮
～
16
㈮

試
験
日
　①
10
／
27
㈮
②
Ｈ
30
．

１
／
10
㈬
③
Ｈ
30
．
２
／
23
㈮

問
同
校
☎
０
２
８
・
６
６
７
・
０
７
１
１

芸
術
祭
美
術
展
の
作
品
・
イ
ベン
ト
参

加
者
の
募
集

作
品
　◆
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
▽

高
校
生
以
上
の
県
内
在
住
、
通

勤
、
通
学
者
お
よ
び
本
県
出
身
者

で
未
発
表
の
作
品

イ
ベ
ン
ト
　①
洋
画
▽
高
校
生
以

上
▽
500
円
▽
先
着
20
人
②
工
芸
▽

誰
で
も
可
▽
千
円
▽
先
着
20
人

①
・
②
10
／
１
㈰
10
時
～
正
午

会
場
　栃
木
県
立
美
術
館

問
県
文
化
協
会
☎
０
２
８
・
６
４

３
・
５
２
８
８

と
ち
ぎ
未
来
人
材
応
援
事
業

　県
内
の
製
造
業
に
就
職
を
希
望

す
る
大
学
生
等
の
奨
学
金
の
返
還

を
助
成
。
※
県
HP
で
詳
細
要
確
認

対
象

　日
本
学
生
支
援
機
構
第
一

種
奨
学
金
ま
た
は
栃
木
県
育
英
会

奨
学
金
を
借
り
て
い
る
、
大
学
３
年

生
・
大
学
院
修
士
１
年
生
・
短
期
大

学
１
年
生
・
高
等
専
門
学
校
４
年
生

申
込
期
間
　９
／
１
㈮
～
11
／
30
㈭

問
県
労
働
政
策
課
☎
０
２
８
・
６

２
３
・
３
２
２
４

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
・
高
齢
者
向
け

特
優
良
賃
貸
住
宅
入
居
者
の
募
集

条
件
　①
特
定
◆
家
族
で
入
居
▽
世
帯

の
所
得
月
額
20
万
円
～
60
万
千
円
以
下
▽

連
帯
保
証
人
を
２
人
立
て
る
こ
と
が
出
来

る
②
高
齢
者
向
け
◆
60
歳
以
上
の
自
立
し

た
生
活
が
出
来
る
▽
身
元
引
受
人
、
連
帯

保
証
人
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る

問
県
住
宅
供
給
公
社
住
宅
事
業
部

☎
０
２
８
・
６
２
２
・
０
４
６
１
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コース名 日時・受講料・定員
SFCによる PLC制御技術 10/2.3·9:30～16:10·6,600円·10人
RC構造物における構造計算技術 10/6.13·9:30～16:10·6,300円·10人
設計ツールによるモデリング技術 10/7.14.21·9:30～16:10·11,000円·10人
Androidプログラミング（アプリ作成編）10/14.21·9:30～16:10·9,900円·10人
仕事と人を動かす現場監督者の育成 10/17.18·9:30～16:10·9,000円·20人

関東職業能力開発大学校・能力開発セミナー

申込み　同校援助計画課☎31-1733

講座名 日時・受講料・定員
半自動溶接 10/5.6·9:00～16:00·4,950円·15人
第１種電気工事士技能試験準備講習 11/7.8.9·9:00～16:00·4,950円·10人
ガス溶接技能講習② 11/8.9·9:00～17:00·4,950円·20人
表計算データ処理（Excel2013 関数編）11/9.10·9:00～16:00·3,520円·14人

県立県南産業技術専門校技能講習会 問同校☎0284-91-0803 み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
　
　
　

※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

コ
ー
ル
・
カ
ナ
リ
ア
35
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

９
／
３
㈰
14
時
開
演
▽
桑
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
多
目
的
室
▽
無
料
※
要
整
理
券

▽
鈴
木
☎
０
２
９
６
�
０
０
８
３

和
紙
ち
ぎ
り
絵
小
山
虹
の
会
10
周
年
記

念
作
品
展

９
／
８
㈮
13
時
～
17
時
・
９
㈯
10
時
～
17

時
・
10
㈰
10
時
～
16
時
▽
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ

ャ
ラ
リ
ー
▽
無
料
▽
相
宮
☎
�
３
６
０
２

第
８
回
間
々
田
駅
東
口
ま
つ
り

10
／
８
㈰
９
時
半
～
15
時
▽
も
み
じ
公

園
等
▽
南
飯
田
神
田
囃
子
、
乙
女
和
太

鼓
、
カ
ラ
オ
ケ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

等
▽
問
同
実
行
委
員
会
☎
�
５
４
５
７

発
達
が
ゆ
っ
く
り
な
子
ど
も
と
大
学
生

と
の
交
体
験
参
加
者
募
集

月
１
回
日
曜
日
（
参
加
費
有
）
▽
間
々

田
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
▽
市
内
小
・
中

学
生
と
そ
の
家
族
10
組
▽
ヒ
カ
リ
ズ
ム

☎
０
９
０
・
５
９
９
０
・
０
２
４
８

リ
ト
ミ
ッ
ク
＆
英
語
で
絵
本

９
／
30
㈯
０
～
２
歳
10
時
～
10
時
50
分
、

３
～
６
歳
11
時
～
11
時
50
分
▽
小
山
城

南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
ま
ち
２
階

和
室
▽
900
円
▽
各
12
人
※
要
予
約
▽
青

木
☎
０
９
０
・
３
８
０
３
・
８
０
９
０

9月の行政テレビ 問秘書広報課☎22-9353

時期 市役所からこんにちは
上
旬
■救急フェアについて　■住宅防火・防
災キャンペーンについて　等

中
旬
■おやま和牛＆おやまの豚「おとん」フェ
スティバル　■学童保育施設の紹介　等

下
旬
■オレンジリボンたすきリレー参加者募集
■秋の交通安全市民総ぐるみ運動　等

テレビ小山放送㈱ケーブルテレビ・デジタル101ch

自
治
体
イ
ク
ボ
ス
充
実
度

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
全
国
180
の
県
や
市
町

村
を
対
象
に
実
施
し
た
仕
事
と
家

庭
生
活
の
両
立
を
応
援
す
る
イ
ク

ボ
ス
充
実
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
で
本
市
は
市
町
村
部
門
に
お
い

て
９
位
相
当
に
な
り
ま
し
た
。

問
職
員
活
性
課
☎
�
９
３
６
３



すこやか通信 健康増進課（保健 ･ 福祉センター 3 階）
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自治医科大学附属病院
「がん患者と家族のサロン」
日　時　9月14日㈭14:00～16:00
会　場　自治医科大学附属病院本館
　　　　地下1階スタッフラウンジ
内　容　・ミニレクチャー「医療費
　　　　について知ろう」
　　　　・自由な語り合い
　　　　・リラクゼーション体験
問自治医科大学附属病院がん相談支
援室☎0285�58�7107

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
（無料・要申込）
日　時　9月21日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民
　　　　（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲
み物、タオル、ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22�9607

食生活改善推進員による
　⑴「乳製品を使った健康料理実習」
　⑵「朝食にも役立つ健康料理実習」
日　 時　 ⑴ ① 9 月 13 日 ㈬ 10:00
～②③ 9 月 14 日㈭ 10:00 ～④ 9
月 15 日㈮ 10:00 ～⑵ 10 月 11 日
㈬ 10:00 ～
会　場　⑴①間々田市民交流セン
ター②保健・福祉センター③桑市民
交流センター④大谷公民館⑵間々田
市民交流センター
定　員　市内在住成人・各先着20人
持ち物　エプロン・三角巾
参加費　各1人600円程度
申込み　⑴①②③9月6日㈬
　　　　　④　　9月7日㈭
　　　　⑵10月3日㈫までに
　　　　☎22�9607

マシンを使った高齢者筋力向上ト
レーニング「金曜コース」（要申込）
会　場　保健センター分室（花垣町）
対　象　65歳以上の介護認定を受け
ていない方、医師からの運動制限がな
く市が定める禁止基準に該当しない方
※利用は年度1人2回まで
費　用　1,500円
回　数　1コース12回（週1回、3カ月）
※9:30 ～ 16:00の間で自由利用
※初回オリエンテーション　定員1日6人
申込み　地域包括ケア推進課
　　　　☎22�9616・9647
10月の集団検診（要申込）＊6・7・8月生まれの方対象

検診日・受付時間
検診項目 女

性
限
定

会　場基本健診（特定・
後期・ヤング）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃・肺・大腸 前立腺 子宮 乳

5 ㈭ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 豊田公民館

6 ㈮
8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

14:00 ～ 15:30 × × × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター
10 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
12 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
13 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
14 ㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
17 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
25 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
29 ㈰ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 桑市民交流センター
30 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

申込み　本紙3月号と同時配布の「平成29
年度健康のしおり」内の検診申込み書から
お申込みください。折り返し「集団健診の
お知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、
②受診券（基本健診受診者のみ）、③健康
保険証、④その他指定されたもの
❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」
をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）
は、検診当日40･45･50･55･60･65･70歳
の女性市民が対象です。希望者は年齢確認
のできるものを持参し各会場へ直接お越し
ください。（事前申込み不要）

問☎22�9522・9523

乳幼児健康相談（予約制）
期　日　10月16日㈪
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方①9:00～   ②9:30～
　　　　　　③10:00～ ④10:30～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　9月21日㈭から☎22�9527

とちぎ子ども救急電話相談
【月～土曜日】18:00～翌日 8:00
【日曜・祝日】 8:00～翌日 8:00
☎♯8000（携帯電話やプッシュ回
線以外は☎028�600�0099）
とちぎ救急医療電話相談

【毎日】18:00～ 22:00
☎♯7111（携帯電話やプッシュ回
線以外は☎028�623�3344）
マタニティクラス（はじめての妊娠コース）
日　時　①10月24日㈫9:30～14:40
　　　　 ②11月29日㈬13:10～16:00
会　場　保健・福祉センター
内　 容　①講話・調理実習
　　　　 ②家族学級、妊婦疑似体験
持ち物　母子健康手帳
　　　　①はエプロン、三角巾
参加料　テキスト代 250 円
　　　　調理実習材料代 600 円
申込み　☎22�9527

第5回小山の地域医療を考える市民
会議への参加者募集
日　時　9月 15日㈮ 18:30～ 20:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
内　容　小山の地域医療を守り育て
　　　　ていくため、市民、医療関
　　　　係者、行政などが一つになっ
　　　　て、小山の医療の現状を学
　　　　んだり、地域医療を広める
　　　　ための活動をしています。
申込み　健康増進課地域医療推進室
　　　　☎ 27�0500

ＣＫＤ（慢性腎臓病）予防セミナー
日　時　① 9月 28日㈭ 13:30～
15:30② 10月 20日㈮ 13:30～
15:30③ 11月 1日㈬ 13:30～ 15:30
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　腎臓の健康に興味があり、
　　　　3日間すべて出席できる方
内　容　医師講話、栄養・運動講話、
　　　　運動実技、尿中塩分測定など
定　員　先着 50人　※参加無料
申込み　9月 7日㈭から
　　　　☎ 22�9607・9520

お口の健康チェック（お口や飲み込
む力の健康調査）～元気な生活はお
口のなかから～
日　程　10月 24日㈫、25日㈬
時　間　9:00 ～ 16:30
　　　　（30 分単位、予約制）
会　場　健康医療介護総合支援センター
所要時間  1人あたり45分～60分
費　用　無料　
検査内容　飲み込む力・噛む力・お
　　　　　口の周りの筋肉の厚み・
　　　　　握力・歩行速度・骨格筋
　　　　　量など
その他　動きやすい服装・裸足にな
　　　　りやすいよう靴下が便利です
対　象　市内在住の方
定　員　各日70人程度（先着）
申込み　9月6日㈬から☎22�9520
※本事業は、東京医科歯科大学が実
施する「厚生労働科学研究長寿・障
害科学総合研究事業」の一環で実施
されます

開運おやま健康マイレージの
ポイントを集めよう!! 問☎22–9532

9月は、健康推進月間です。
「１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ　～健康寿命の延伸～」

骨髄バンク推進全国大会2017in栃木
日　時　9月16日㈯12:00 ～ 16:00
会　場　白鷗大学東キャンパス白鷗ホール
内　容　式典、医療講演（藤原慎一郎先生
/自治医科大学附属病院血液科）、体験者講演
問日本骨髄バンク☎03（5280）8111



すこやか通信

□夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251�7（健康医療介護
　　　総合支援センター内）
☎39�8880・FAX39�8882

受付　診療終了 15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

□休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251�7（健康医療介護
　　　総合支援センター内 )
☎39�8881・FAX39�8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科診
療所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3薬
局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00

日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

10 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2�4�3 ☎44�7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1�15�4 ☎53�1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31�1331
④ 杉村病院 小山市城山町2�7�18 ☎25�5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45�7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320�2 ☎0280�57�1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話で
確認してください。各医療機関で
は、夜間、医師が交代で当直制を
とっており、希望する治療が困難
な場合もあります。

□救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医療
機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27�0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
8 9 10 11 12 13 14
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
15 16 17 18 19 20 21
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
22 23 24 25 26 27 28
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
29 30 31
①③ ②④ ③⑤

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気
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問健康増進課☎22‒9522
10月はピンクリボンキャンペーン月間

　現在、乳がんは 11 人に 1 人、子宮頸がんは 76 人に 1 人の割合で罹患するといわれています。一方で、乳がん、子
宮頸がんはさまざまな治療法があり、早期発見により治癒率が高くなります。ご自身の健康のために、今年度まだ女性
がん検診を受けていない方は、この機会にお申込みください。
《小山市の女性がん検診の受け方》
　職場や人間ドックなどで受診機会がない方が対象となります。集団検診（検診バス）、個別検診（医療機関）を選んで、
本紙 3 月号と同時配布の「平成 29 年度健康のしおり」に付いている、検診申込み書にてお申込みください。折り返し、

「集団検診のお知らせ（問診票）」または「乳がん・子宮がん個別検診受診券」をお送りします。「平成 29 年度健康のし
おり」は、健康増進課窓口および各出張所においてあります。

乳がん検診
（30 歳以上の女性）

集団：　800 円（マンモグラフィ・超音波）
個別：1,100 円（マンモグラフィ・超音波）

子宮頸がん検診
（20 歳以上の女性）

集団：1,500 円（細胞診 ･ ＨＰＶ検査）
個別：2,400 円（細胞診 ･ ＨＰＶ検査）

※平成 24 年度から、細胞診＋ HPV 検査を導入。
　受診結果が「細胞診（�）HPV（�）」の受診者は、
　次回の受診対象が 3 年後になります

　ピンクリボンキャンペーンは、乳がん検診の早期受診を呼びかけ、早期発見・早期診断・早期治療の大切さを女性に
伝える活動です。小山市では、乳がんに加えて、子宮頸がんについてもあわせてPRしています。

歯周疾患検診を受けましょう
　歯を失う原因の第１位は「歯周病」です。50歳を超えると、歯周病で歯を失う人が急増します。また、歯周病は病気の発症と悪
化に大きく関係しています。初期は自覚症状が少なく、早期に発見し治療するには、定期検診がもっとも効果的です。

問健康増進課☎22–9522

歯周病が影響すると考えられている全身への影響
　●脳　　歯周病菌などが動脈硬化を悪化させ、脳梗塞や認知症の原因になります。
　●心臓　動脈硬化の悪化が、狭心症や心筋梗塞の原因になります。また、歯周病菌などが感染して細菌性心内膜炎を引き起こします。
　●肺　　歯周病菌などが気管支から肺に入り、誤嚥性肺炎を引き起こします。
　●関節　歯周病にかかると、関節リウマチの発症の危険を高めます。
　●血管　インスリンを効きにくくし糖尿病を悪化させます。

対象者　　40・50・60・70・75歳の市民　※市民税特別徴収の方を除く   
受診場所　市内の委託医療機関（一覧は受診券に記載）   
受診期間　Ｈ29.5/1 ～Ｈ30.1/31
料　金　　1,000円　※70・75歳の方は無料。
※当日は検診のみ。治療が必要な場合は、後日医療機関の診察を受けてください



◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 15㈰ 9:30〜12:30 生活安心課☎22–9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 27㈮10:00〜12:00 男女共同参画課☎22–8078※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

10･24㈫
10:00〜12:00

社会福祉協議会☎22–9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 5㈭10:00〜12:00 福祉課☎22–9619

◎
通
常
相
談

　月～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30〜17:15 生活安心課☎22–9282

家庭児童相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課☎22–9626
ひとり親家庭相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課

☎22–9627婦人相談 9:00〜17:00

認知症相談
8:30〜17:15 地域包括ケア推進課☎22–9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30〜17:15 地域包括ケア推進課☎22–9852

青少年相談
面接予約制
9:00〜17:00

青少年相談室
☎25–4002

電話相談
10:00〜17:00

☎25–4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00〜17:00 外国人地域支援センター

☎23–1042
外国人相談 8:30〜17:15 外国人相談室☎22–9439

消費生活相談 9:00〜16:00 消費生活センター☎22–3711

県民相談 9:00〜16:00 小山県民相談室☎22–9164

労働相談 8:30〜17:15 小山労政事務所☎22–4032

こころの
ダイヤル

9:00〜17:00 県精神保健福祉センター
☎028–673–8341

※第2･4水曜日9:30〜11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00〜17:00 配偶者暴力相談支援センター☎22–9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 14㈯10:00〜12:00
18㈬13:30〜15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22–9282

登記相談予約制 11㈬10:00〜12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 10･24㈫10:00〜15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 12㈭13:30〜15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 18･25㈬10:00〜12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 3㈫ 9:00〜12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 15㈰13:30〜16:10 元家庭裁判所調査官
人権相談 13㈮10:00〜15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22–9292

子育て家庭生活相談
予約制

18㈬ 9:30〜11:30
28㈯14:00〜16:00 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22–9664

14㈯14:00〜16:00
25㈬ 9:30〜11:30 場所：大谷出張所

18㈬ 9:30〜11:30
28㈯14:00〜16:00 場所：間々田出張所

4㈬ 9:30〜11:30 場所：桑出張所
11㈬ 9:30〜11:30 場所：豊田出張所

心配ごと相談
（生活全般の相談）

3･17･31㈫
10:00〜15:00

10･24㈫
13:00〜15:00

場所：社会福祉協議会
3･17･31㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉
協議会
☎22–9501

精神保健福祉相談予約制 24㈫13:00〜15:00 精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）
女性のための心の相談予約制 23㈪13:30〜16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22–8078
創業･経営･キャリア
相談予約制 7･21㈯13:00〜17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22–9396

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22–9282 へお問合せください。月の相談10

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時間 受付件数 実施場所 申込み受付

2･16･23･30㈪ 16:25〜17:05（40分間）
17:15〜17:55（40分間） 各日先着2人 白鷗大学東キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20–8110
受付9/19㈫から　時間9:00〜16:30
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図書館つうしん（10月分）

■市民展示ケースのご案内
　あなたの自慢の作品を図書館に展示してみませんか？中央図書館で利用登録し
ている方ならどなたでもご利用いただけます（グループでの利用も可）。
作品展示の例　自作の書や絵画、手芸や工芸、美術品等
展示場所　中央図書館公園側入口付近展示ケース　展示期間　最長1カ月
問中央図書館サービスデスク☎21-0750

■おはなし会

※会場の記載が無いものは全て中央図
　書館

名称（会場） 日　時
おはなしウェンディ ４㈬ 15:30
おやま分館ピッコロおは
なし会（小山分館） 6㈮ 11:00

おはなしメロディ 8㈰ 14:00
おはなしこんにちは 11㈬ 10:30
ままだ分館おはなしかい
(間々田分館) 17 ㈫ 15:30

はなしのこべやおはなし
かい 22㈰ 14:00

おこれんのおはなし会 29㈰ 14:00

日　時 会　場
9/28
㈭

10:00 〜 10:30 大谷南小学校
13:00 〜 13:40 網戸小学校

10/3
㈫

10:00 〜 10:30 寒川小学校
12:50 〜 13:40 乙女小学校

4㈬
10:10 〜 11:00 もみじ保育所
13:10 〜 14:00 豊田南小学校

5㈭
10:00 〜 10:30 羽川小学校
12:50 〜 13:30 下生井小学校

6㈮
10:10 〜 10:40 萱橋小学校
12:50 〜 13:40 大谷東小学校

11㈬
9:55 〜 10:35 中小学校
13:00 〜 13:50 間々田小学校

20㈮
10:00 〜 10:30 絹義務教育学校
13:00 〜 13:50 羽川西小学校

24㈫
10:10 〜 10:50 中久喜保育所
12:50 〜 13:40 間々田東小学校

25㈬
10:10 〜 11:00 絹保育所
13:10 〜 14:00 豊田北小学校

26㈭
10:30 〜 11:20 小山東ニュータウン
12:40 〜 13:10 穂積小学校

■移動図書館「せきれい」
　巡回日程

■ 10月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　2㈪・10㈫・12㈭〜19㈭*・23㈪・26㈭・30㈪
　東側入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　2㈪・9㈪・10㈫・16㈪・23㈪・25㈬・26㈭*・30㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　2㈪・9㈪・10㈫・16㈪・23㈪・25㈬・26㈭*・30㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　2㈪・9㈪・10㈫・16㈪・23㈪・25㈬・26㈭*・30㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返
却ポスト」へ
※「*」は特別整理期間
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館から
の借用資料は、破損の恐れがありますのでポ
ストへの返却はご遠慮ください



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

　祝日の届出（死亡・
出生・婚姻等）は、本
庁舎北側入口の宿直室
にて受付します。
　夜間等、緊急な場合
は、宿直室☎22‒9420へ
ご連絡ください。

■10月は市県民税（普通徴収）
3期、国民健康保険税（普通徴
収）・後期高齢者医療保険料
（普通徴収）・介護保険料（普
通徴収）4期の納期月です。納
期限は10月31日㈫です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜
日（祝日除く）19:00までの納
税窓口延長もご利用ください。
■10月の日曜納税相談窓口は
10月29日㈰8:30～17:15です。
問納税課☎22‒9442

日

　時

1日㈰･7日㈯･8日㈰･14日㈯･15日㈰
21日㈯･22日㈰･28日㈯･29日㈰

各8:30 ～ 17:15
※10月3日㈫の午前中は、システム改修のた
め、マイナンバーカード（個人番号カード）
の交付手続きは休止となります。午後は通常
通り交付を行います
※取扱い業務についてはお問合せください

平日の毎日19:00まで
延長しています。
※取扱い業務については
お問合せください
問市民課☎22‒9402

場

　所

市民課☎22‒9402
小山城南出張所☎31‒3650
※小山城南出張所は月曜定休
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10月 カレンダー広報

政光くん・寒川尼ちゃん

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、8月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、
ご了承ください

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業
車屋美術館企画展「田村友一郎 / 服部浩之
試論）栄光と終末、もしくはその週末」

（～ 11 月 26 日㈰）
9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41‒0968※月曜休館

1 日 ㈰ みんなで歩け歩け運動 8:45 ～ 足利駅周辺 生涯スポーツ課☎21-2695

2 日 ㈪
犯罪被害者支援市町民のつどい 2017 13:30 ～ 15:00 文化センター小ホール 生活安心課☎22-9282
犯罪被害者等支援巡回パネル展 13:00 ～ 16:00 文化センターギャラリー 生活安心課☎22-9282

3 日 ㈫ 犯罪被害者等支援巡回パネル展 9:00 ～ 16:00 文化センターギャラリー 生活安心課☎22-9282
4 日 ㈬ 犯罪被害者等支援巡回パネル展 9:00 ～正午 文化センターギャラリー 生活安心課☎22-9282
5 日 ㈭
6 日 ㈮

7 日 ㈯

第 18 回ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦 8:30 ～ 10:00 渡良瀬遊水地第 2 調節池内
環境学習フィールド 3

渡良瀬遊水地ラムサール推進課
☎22-9354 ○

おやま地域医療健康大学公開講座 13:30 ～ 15:30 健康医療介護総合支援センター 健康増進課☎27-0500 ○
おやまのまち de 開運ウォーキング 9:30 ～ 絹公民館周辺 絹公民館☎49-0027 ○
SOMPO ボールゲームフェスタ 2017㏌ 小山 8:45 ～ 県南体育館 生涯スポーツ課☎21-2695

8 日 ㈰

9 日 ㈪ おやま和牛＆おやまの豚「おとん」フェス
ティバル　※ 要申込 11:30 ～ 14:30 道の駅思川 農政課☎22-9253

10 日 ㈫
11 日 ㈬
12 日 ㈭
13 日 ㈮

14 日 ㈯

おやまのまち de 開運ウォーキング 9:30 ～ 寒川小学校周辺 寒川公民館☎38-1002 ○
開運小山うどんまつり（～ 15 日㈰） 10:00 ～ 15:00 小山御殿広場 商業観光課☎22-9317 ○
ほっしー★ OYAMA 号太陽観測会 11:00 ～ 12:30 博物館 同館☎45-5331
ほっしー★ OYAMA 号天体観望会 18:30 ～ 20:00 生井公民館 博物館☎45-5331

15 日 ㈰
おやま開運まつり 10:00 ～ 15:00 小山御殿広場 商業観光課☎22-9273 ○
第 14 回ハンドベルフェスタ inOYAMA 13:00 ～ 17:00 文化センター大ホール 文化振興課☎22-9662

16 日 ㈪
17 日 ㈫
18 日 ㈬

19 日 ㈭ 中世小山氏の歴史
「小山政光の妻　寒川尼の活躍」※ 要申込 10:00 ～正午 中央公民館第 3 研修室 文書館☎25-7222

20 日 ㈮

21 日 ㈯

博物館企画展「古代の製鉄遺跡～渡良瀬遊水地周
辺の大地に刻まれた歴史を探る～」（～12月3日㈰） 9:00 ～ 17:00 博物館 同館☎45-5331

第 8 回オレンジリボンたすきリレー 9:30 ～ 12:15 小山御殿広場 子育て包括支援課☎22-9626 ○
おやまのまち de 開運ウォーキング 9:30 ～ 小山市役所周辺 中央公民館☎22-9562 ○
小山市菊花大会（～ 11/12 ㈰） 道の駅思川 商業観光課☎22-9273

22 日 ㈰
23 日 ㈪
24 日 ㈫
25 日 ㈬
26 日 ㈭
27 日 ㈮ 高齢者・障がい者対象「ふれ愛入浴サービス」※ 無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課☎22-9617
28 日 ㈯ おやまのまち de 開運ウォーキング 9:30 ～ 琵琶塚古墳・摩利支天塚古墳周辺 桑公民館☎22-4545 ○
29 日 ㈰
30 日 ㈪
31 日 ㈫
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7 月中の火災・救急【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう
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に
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９０ 【24時間対応】

7 月中の交通事故

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

事故　35件(243件)　負傷者　44人(298人)　死者　1人(7人)

火災 6件(59件)　救急　810件(4,852件)

【小山警察署調べ】

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

≪すくすく写真館≫
お子さんの写真募集中

問秘書広報課☎22‒9353

•応募方法は、本紙 6 月号または
　小山市公式ホームページをご覧
　ください。

写真館


